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浅
間
高
原
一
帯
が
、
六
里
ヶ
原
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
、

北
軽
井
沢
に
人
の
生
活
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
豪
、
田
山
花
袋
が
「
浅
間
の
麓
な
る
六
里
の
焼
原
」
と

書
き
記
し
た
と
お
り
、
ま
さ
に
一
面
焼
け
野
原
だ
っ
た
の
で
す
。

活
火
山
、
浅
間
山
の
支
配
す
る
様
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
し
た
。

や
が
て
、
浅
間
牧
場
が
で
き
、
草
軽
電
鉄
が
開
通
し
、

一
匡
邑
、
法
政
大
学
村
が
で
き
、
発
展
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
は
、
多
く
の
著
名
人
が
疎
開
し
暮
ら
し
ま
し
た
。

『
浅
間
の
焼
原
』
は
、
戦
後
の
入
植
者
た
ち
の
開
拓
に
よ
っ
て
、

県
内
有
数
の
農
・
酪
農
地
帯
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

日
本
で
初
め
て
の
「
カ
ラ
ー
映
画
」
、

国
内
初
の
本
格
的
「
２
輪
自
動
車
レ
ー
ス
」
、「
音
楽
学
生
の
た
め
の

夏
期
合
宿
施
設
」
な
ど
の
発
祥
の
地
が
、
こ
の
北
軽
井
沢
で
す
。

天
然
ス
ケ
ー
ト
場
、
高
原
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
群
な
ど

多
く
の
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
優
美
な
浅
間
山
、
涼
や
か
な
気
候
、

そ
し
て
蒼
天
と
大
地
が
、
こ
の
地
の
未
来
を
指
し
示
し
て
い
ま
す
。

むら

浅
間
高
原
一
帯
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六
里
ヶ
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面
焼
け
野
原
だ
っ
た
の
で
す
。

活
火
山
、
浅
間
山
の
支
配
す
る
様
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
し
た
。

や
が
て
、
浅
間
牧
場
が
で
き
、
草
軽
電
鉄
が
開
通
し
、

一
匡
邑
、
法
政
大
学
村
が
で
き
、
発
展
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
は
、
多
く
の
著
名
人
が
疎
開
し
暮
ら
し
ま
し
た
。

『
浅
間
の
焼
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』
は
、
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後
の
入
植
者
た
ち
の
開
拓
に
よ
っ
て
、

県
内
有
数
の
農
・
酪
農
地
帯
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

日
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で
初
め
て
の
「
カ
ラ
ー
映
画
」
、

国
内
初
の
本
格
的
「
２
輪
自
動
車
レ
ー
ス
」
、「
音
楽
学
生
の
た
め
の

夏
期
合
宿
施
設
」
な
ど
の
発
祥
の
地
が
、
こ
の
北
軽
井
沢
で
す
。

天
然
ス
ケ
ー
ト
場
、
高
原
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
群
な
ど

多
く
の
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
優
美
な
浅
間
山
、
涼
や
か
な
気
候
、

そ
し
て
蒼
天
と
大
地
が
、
こ
の
地
の
未
来
を
指
し
示
し
て
い
ま
す
。
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す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

浅
間
牧
場 

秘
話

　二
荒
芳
之
伯
爵
は
、明
治
二
二
年
生
ま
れ
で
、

明
治
四
二
年
八
月
一
八
日
、
二
一
歳
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。北
白
川
宮
能
久
親
王
の
第
五
王

子
に
あ
た
り
、北
白
川
宮
薨
去
後
に
、第
五
王

子
と
確
認
さ
れ
、
明
治
三
〇
年
、
二
荒
家
（
出

生
の
日
光
二
荒
山
に
ち
な
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
）を
た
て
、伯
爵
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
病

気
の
た
め
、
学
習
院
中
等
科
を
中
退
し
、の
ち

新
宿
御
苑
で
園
芸
に
携
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　北
白
川
宮
か
ら
の
信
任
が
厚
か
っ
た
当
時
の

浅
間
牧
場
の
主
事
（
事
務
長
）
、
黒
巌
有
哉
氏

に
、明
治
二
四
年
預
け
ら
れ
養
育
さ
れ
、長
野

原
町
で
３
年
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。明
治
二

七
年
、当
時
の
応
桑
村
小
学
校
に
入
学
さ
れ

ま
し
た
が
、過
ご
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
な
期
間
で

し
た
。そ
の
後
東
京
に
移
ら
れ
、
二
荒
家
を
新

た
に
興
さ
れ
、
伯
爵
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
二
荒

家
は
芳
之
氏
が
夭
逝
さ
れ
た
た
め
、そ
の
跡
を

伊
達
家
か
ら
芳
徳
氏
を
迎
え
て
継
が
せ
ら
れ

ま
し
た
。

二
荒
芳
之
伯
爵
と

　
　
　
　
黒
巖
有
哉
氏

綿
羊
牧
場
が

　　軍
馬
の
育
成
場
へ
変
る

　

浅
間
牧
場
は
、
明
治
十
五
年
北
白

川
宮
能
久
親
王
に
よ
っ
て
、
放
牧
場

と
し
て
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
当

時
牧
場
の
主
事

を
勤
め
た
黒
巖

有
哉
氏
（
応
桑

村
長
・
長
野
原

町
長
を
歴
任
）

の
日
記
に
よ
る

と
、
殖
産
興
業
、

富
国
強
兵
が
叫

ば
れ
る
な
か
、

洋
服
の
需
要
が

多
く
な
り
、
国

内
で
生
産
を
は

か
る
必
要
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
も
ち

あ
が
っ
た
当
初
、
こ
の
牧
場
は
そ
の

原
料
と
な
る
綿
羊
の
飼
育
繁
殖
の
牧

場
と
し
て
選
ば
れ
た
場
所
で
し
た
。

当
時
創
設
さ
れ
た
大
日
本
農
会
の
会

頭
を
務
め
て
い
た
、
北
白
川
宮
が
自

ら
の
手
で
牧
場
を
経
営
す
る
と
い
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
、
北

白
川
宮
に
は
「
綿
羊
で
は
な
く
、
軍

馬
の
改
良
増
殖
を
計
画
」
さ
れ
て
い

た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
最
初
の

浅
間
牧
場
の
敷

地
は
東
西
二
〇

キ
ロ
、
南
北
一

八
キ
ロ
の
広
大

な
も
の
だ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在

の
浅
間
牧
場
が

八
〇
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
す
か
ら
、

開
設
当
時
は
、

約
四
・
五
倍
の

面
積
を
占
め
、
北
軽
井
沢
の
全
域
に

近
い
広
大
な
面
積
を
占
め
て
い
ま
し

た
。　

　

 

初
期
の
牧
場
は
、
こ
の
敷
地
を
、

耕
耘
（
こ
う
う
ん
）
部
、
育
馬
部
、

採
草
地
、
放
牧
地
の
四
地
区
に
分
け

て
施
設
設
備
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
の
牧
場
の
事
務
所
は
、
現

在
の
田
通
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
耕
耘
部
で
は
畑
の
耕
起
（
開

墾
）
を
主
に
行
い
『
下
の
牧
場
』
と

呼
ば
れ
ま
し
た
（
上
図
参
照
）
。　

　

ま
た
、
育
馬
部
は
『
上
の
牧
場
』

と
呼
ば
れ
、
四
つ
の
厩
舎
と
一
つ
の

牛
舎
、
獣
医
舎
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

ま
し
た
（
上
図
参
照
）
。
明
治
一
五

年
の
開
設
時
に
は
、
牛
舎
と
一
つ
の

厩
舎
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
徐
々
に

増
え
ま
し
た
。

　

綿
羊
牧
場
が
、
馬
の
放
牧
場
に
変

わ
っ
た
の
は
、
明
治
一
六
年
の
こ
と

で
す
。
北
白
川
宮
か
ら
「
綿
羊
で
は

な
く
馬
に
変
え
た
い
」
と
の
ご
意
向

が
あ
り
、
綿
羊
を
中
止
し
て
馬
へ
と

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
牡
馬
一
頭
、

雌
馬
二
〇
頭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
牧

場
は
、
日
本
有
数
の
牧
場
と
な
り
、

旭
野
号
、
高
峰
号
、
三
菱
号
な
ど
の

多
く
の
名
馬
を
飼
育
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
北
白
川
宮
は
計
四
回
牧
場
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
間
牧
場
と
い
う
名
称
に
つ
い
て

も
い
ろ
い
ろ
変
化
が
あ
り
、
長
野
原

町
誌
に
よ
る
と
、
『
吾
妻
農
林
牧
場

か
ら
、
浅
間
牧
場
、
吾
妻
農
林
場
、

吾
妻
牧
場
の
順
に
変
わ
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
』
と
さ
れ

て
い
ま
す
。　

北
白
川
こ
う
去
後
、

　　草
津
興
業
へ
払
い
下
げ

　

こ
の
浅
間
牧
場
は
北
白
川
宮
が
一

八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
、
台
湾

征
討
近
衛
師
団
長
と
し
て
出
征
し
台

湾
で
こ
う
去
さ
れ
た
後
は
、
経
営
が

う
ま
く
い
か
ず
、
民
間
（
吾
妻
牧
場

会
社
）
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当

時
の
草
津
興
業
株
式
会
社
（
草
軽
電

気
鉄
道
の
前
身
）
や
、
当
時
設
立
さ

れ
た
南
木
山
組
合
な
ど
の
所
有
に
な

り
ま
し
た
。
草
津
興
業
の
役
員
で
も

あ
り
、
日
本
鑿
泉
（
さ
く
せ
ん
）
合

資
会
社
の
松
本
隆
治
氏
は
、
吾
妻
牧

場
を
経
営
し
ま
し
た
。
小
菅
・
田
通

な
ど
を
所
有
し
た
亀
沢
半
次
郎
氏
は
、

新
た
に
亀
沢
農
場
を
開
き
、
農
耕
作

や
酪
農
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
浅
間
牧
場
は
、
こ
の
時
は

嬬
恋
村
が
村
営
で
、
牧
場
を
運
営
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も

様
々
な
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
六
年
に
群
馬
県
畜
産
組
合
連
合

会
が
現
在
の
浅
間
牧
場
の
経
営
者
と

な
り
、
当
時
の
馬
匹
振
興
の
波
に
の

り
、
放
牧
頭
数
が
一
〇
〇
〇
頭
を
越

え
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
会
が
「
馬
匹
組
合
連
合
会
」
と
改

組
さ
れ
て
も
経
営
は
続
き
ま
し
た
。

戦
後
、県
に
経
営
が
移
り

　　　放
牧
は
馬
か
ら
牛
へ

　

戦
後
の
昭
和
二
三
年
に
連
合
会
は

解
散
し
、
群
馬
県
に
経
営
が
移
管
さ

れ
ま
し
た
。
県
営
牧
野
と
し
て
昭
和

二
七
年
か
ら
名
称
も
「
浅
間
家
畜
育

成
牧
場
」
と
改
め
、
馬
中
心
の
預
託

放
牧
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
戦
後
の

酪
農
振
興
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
に
よ

り
、
放
牧
の
中
心
は
馬
か
ら
乳
牛
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
施
設
設
備
の
拡
充
整
備

を
進
め
、
預
託
頭
数
の
増
加
を
図
り
、

県
下
酪
農
家
の
育
成
需
要
に
対
応
で

き
る
後
継
牛
の
育
成
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

六
年
か
ら
夏
季
放
牧
牛
へ
の
人
工
受

精
を
開
始
し
、
県
内
の
牛
の
改
良
増

殖
促
進
の
た
め
に
、
市
場
性
の
高
い

優
良
血
統
牛
か
ら
の
受
精
卵
を
使
い

人
工
授
精
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
浅
間
牧
場
は
八
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
敷
地
面
積
を

持
つ
群
馬
県
県
営
の
牧
場
で
す
。
正

式
名
称
は
「
浅
間
家
畜
育
成
牧
場
」

で
、
県
内
の
酪
農
家
か
ら
乳
牛
を
預

か
り
、
放
牧
、
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
牛
た
ち
は
酪
農
家
の
大
切
な

牛
で
す
。
そ
の
た
め
伝
染
病
予
防
の

た
め
一
部
地
域
を
除
い
て
は
立
ち
入

り
禁
止
と
な
っ
て
い
て
、
牧
場
内
へ

の
車
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
の
名
画
・
名
曲
の

　　舞
台
と
な
っ
た
景
勝
地

　

現
在
は
、
牧
場
内
の
一
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
一
般
開
放
さ
れ
、
駐
車
場
、

ト
イ
レ
棟
、
売
店
、
散
策
路
、
あ
ず

ま
や
等
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
浅

間
牧
場
は
近
年
散
策
路
（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

牧
場
売
店
か
ら
少
し
登
る
と
東
屋

（
あ
ず
ま
や
）
が
あ
り
、
こ
の
近
く

に
昭
和
二
六
年
に
公
開
さ
れ
た
、
日

本
初
の
カ
ラ
ー
映
画
『
カ
ル
メ
ン
故

郷
に
帰
る
』
に
登
場
す
る
「
カ
ル
メ

ン
の
木
」
と
呼
ば
れ
る
楢
の
巨
木
が

あ
り
ま
す
。

　

東
屋
の
先
の
丘
は
、
昭
和
の
名
曲

『
丘
を
越
え
て
』
の
作
詞
家
島
田
芳

文
氏
が
詩
想
を
練
っ
た
場
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
二
年
に

は
、
こ
の
丘
に
島
田
さ
ん
の
意
を
汲

ん
で
『
丘
を
越
え
て
』
の
歌
碑
が
移

築
・
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

牧
場
内
の
天
丸
山
を
通
り
、
軽
井

沢
の
白
糸
の
滝
へ
下
る
ル
ー
ト
は
、

散
策
路
と
し
て
も
有
名
で
、
約
二
時

間
ほ
ど
の
コ
ー
ス
で
す
。

　 明
治
三
二
年
応
桑
村
小
学
校
が
改

築
さ
れ
た
時
に
は
、
北
白
川
宮
家
か

ら
金
一
封
が
御
下
賜
に
な
り
、
北
白

川
宮
の
御
紋
章
を
、
校
舎
玄
関
に
飾

る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　浅間牧場を開設した北白川宮能久親王は、幕末・明治時代の皇族、

陸軍軍人です。1847 年４月１日（弘化４年２月16 日）生まれ、1895 年

（明治28 年） 10 月28 日に満48 歳で薨去（こうきょ）されました。

　略歴を調べると、まさに波乱万丈の生涯を送られ、小説などにも取り

上げられています。

　幕末時代に、上野寛永寺に入り、寛永寺管主となり「輪王寺宮」と通

称されました。慶応４年、鳥羽・伏見の戦いののち、幕府の依頼を受

け、前将軍徳川慶喜の助命と、東征中止の嘆願を行いました。慶喜の

助命は受け入れられましたが、東征中止は受け入れられませんでし

た。その後、寛永寺に立てこもった彰義隊に擁立され、上野戦争に巻

き込まれ、その敗北により東北に逃避、仙台藩に身を寄せ、奥羽越列

藩同盟の盟主に擁立されました。

　明治元年、仙台藩の降伏により、親王は京都で蟄居を申しつけられ

ましたが、明治２年には処分を解かれ、明治３年、明治天皇の命により

還俗をし、ドイツ（プロイセン）に留学をしました。明治９年ドイツ貴族

の未亡人ベルタと婚約し、明治政府に結婚の許可を申し出ましたが、

政府は難色を示し帰国を命じました。この帰国の直前に自らの婚約

をドイツの新聞に発表したために問題となりました。明治10 年、帰国

後に婚約を破棄しましたが、この問題でまた京都で謹慎することとな

りました。

　その後は陸軍で職務に励まれ、1884 年（明治17 年）に陸軍少将、

1892 年（明治25 年）には中将に昇進しました。また、1881 年（明治14 

年）には創設された大日本農会の初代会頭になりました。同年、獨逸

学協会の初代総裁にも就任しています。

　1893 年（明治26 年）第４師団長となり、1895 年（明治28 年）日清戦

争によって割譲された台湾征討近衛師団長として出征（乙未戦争）し

ます。現地でマラリヤに罹り、台湾全土平定直前に台南にて薨去され

ました。陸軍大将に昇進し、国葬に付されました。その後、神社奉斎の

世論が沸き起こり、台北や台南など台湾各地に能久親王を祀った台

湾神社が60 近く誕生しました。第２次世界大戦の敗戦後、この神社

はすべて破却されました。

　その後、北軽井沢では、1947 年（昭和22 年）に、浅間牧場を開設し、

北軽井沢に深く係わった北白川宮能久親王の遺徳を永く偲ぼうと、

北白川宮を祭神とした『牧宮神社』を創建しました。

北軽井沢を拓いた北白川宮能久親王

今では珍しいかやぶきの屋根をもつ北白川宮能久親王を祭った牧宮神社

応桑小学校にある
　　　　　　北白川宮の御紋章

明
治
時
代
に
焼
原
と
呼
ば
れ
て
い
た
北
軽
井
沢
。地
域
が
復
興
す
る

き
っ
か
け
は
、浅
間
牧
場
で
し
た
。綿
羊
か
ら
軍
馬
、そ
し
て
牛
へ
と
放

牧
の
対
象
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、歌
や
映
画
に
も
、た
び
た
び
登
場
し
、

北
軽
と
い
え
ば
浅
間
牧
場
を
思
い
起
こ
す
ほ
ど
、多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

明
治
時
代
に
焼
原
と
呼
ば
れ
て
い
た
北
軽
井
沢
。地
域
が
復
興
す
る

き
っ
か
け
は
、浅
間
牧
場
で
し
た
。綿
羊
か
ら
軍
馬
、そ
し
て
牛
へ
と
放

牧
の
対
象
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、歌
や
映
画
に
も
、た
び
た
び
登
場
し
、

北
軽
と
い
え
ば
浅
間
牧
場
を
思
い
起
こ
す
ほ
ど
、多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

北軽井沢を拓いた北白川宮能久親王
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　ス
イ
ス
の
登
山
鉄
道
を
模
し
て
、
新

軽
井
沢
か
ら
草
津
温
泉
間
を
結
ん

だ
草
津
軽
便
鉄
道
が
誕
生
し
た
の

は
、一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）で
す
。

そ
の
目
的
は
、
草
津
温
泉
を
は
じ
め

沿
線
の
旅
客
輸
送
と
と
も
に
、物
資

及
び
木
材
、
薪
炭
、
硫
黄
な
ど
の
貨

物
を
輸
送
し
、地
域
の
発
展
に
努
め

る
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
開
業
時
は
、
新
軽
井
沢
〜
小
瀬
（

後
の
小
瀬
温
泉
）
ま
で
で
し
た
が
、

順
次
草
津
ま
で
路
線
を
延
長
し
、

蒸
気
機
関
車
か
ら
電
気
機
関
車
へ

と
切
り
替
え
、
一
九
二
六
年
（
大
正

一
五
年
）に
は
、全
長
五
十
五
・
五
ｋ

ｍ
の
全
線
が
開
通
し
、
片
道
約
三
時

間
半
を
か
け
て
走
り
ま
し
た
。こ
の

間
に
約
二
十
二
の
駅
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
が「
北
軽
井
沢
」
駅

で
し
た
。
　
終
戦
直
後
の
昭
和
二
一

年
（
一
九
四
六
年
）
に
は
、
四
十
六

万
人
と
い
う
乗
客
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
相
次
ぐ
台
風
の
被
害
や
急
速
な

自
動
車
輸
送
の
発
展
に
よ
り
、
草

軽
電
鉄
は
一
九
六
二
年
（
昭
和
三

七
年
）に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
々
に
線
路
や
駅
舎
が
姿
を
消
し

て
い
く
な
か
、
当
時
の
姿
を
現
在
ま

で
と
ど
め
た
唯
一
の
遺
産
が『
北
軽

井
沢
』
駅
舎
で
す
。

『
北
軽
井
沢
』
駅
は
、
開
通
当
初
一

九
一
八
年
（
大
正
七
年
）は「
地
蔵
川

停
車
場
」と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
地
蔵

川
地
区
内
に
、
法
政
大
学
村
が
開

村
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
昭
和
四
〜

五
年
に
駅
舎
が
新
築
さ
れ
、駅
名
を

軽
井
沢
の
北
側
に
位
置
し
て
い
た
の

で「
北
軽
井
沢
」
駅
と
改
め
ま
し
た
。

新
軽
井
沢
〜
草
津
間
で
最
も
乗
降

客
が
多
い
、に
ぎ
や
か
な
駅
で
し
た
。

　こ
の
駅
舎
は
、
和
風
意
匠
の
木
造

平
屋
建
て
、
入
母
屋
造
り
、
外
壁
は

真
壁
造
り
の
白
漆
喰
塗
り
で
す
。信

州
の
善
光
寺
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
屋
根
と
、
細
か
い
格
子

状
の
洋
風
窓
を
組
み
合
わ
せ
た
和

洋
折
衷
形
式
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
正
面
玄
関
の
欄
間
（
ら
ん
ま
）に

は
、駅
舎
を
寄
贈
し
た
法
政
大
学
の

イ
ニ
シ
ャ
ル「
Ｈ
」の
文
字
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
白
く
並
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
有
形

　　　　　　文
化
財
に
登
録

　
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
七
年
）
、
長

野
原
町
は
旧
草
軽
電
鉄
や
北
軽
井

沢
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、

駅
舎
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、
そ
の

保
存
に
努
め
ま
し
た
。こ
の「
北
軽

井
沢
駅
舎
」は
そ
の
土
地
を
知
る
上

で
重
要
な
建
物
で
あ
り
、
ま
た
広
く

親
し
ま
れ
て
い
る
た
め「
国
土
の
歴

史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
」

に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、二
〇
〇

七
年
（
平
成
一
八
年
）
十
一
月
二

十
九
日
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
駅
舎
は
、
文
化
財
の
活
用
と

い
う
観
点
か
ら
、一
般
に
開
放
さ
れ
、

北
軽
井
沢
に
関
係
の
あ
る
様
々
な

展
示
な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　日
本
の
名
画
に

　　　　　　た
び
た
び
登
場

 

「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
以
外
に
も
、草

軽
電
鉄
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
電
車

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
特
に

有
名
な
の
が
一
九
三
八
年
（
昭

和
一
三
年
）
に
登
場
し
た
納
涼

客
車
「
し
ら
か
ば
」
号
と「
あ
さ

ま
」
号
。と
も
に
、
草
軽
名
物
サ

マ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
、
人
気
を

博
し
ま
し
た
。

　
草
軽
電
鉄
は
、
日
本
の
映
画

作
品
に
も
数
多
く
登
場
し
ま

す
。
日
本
初
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

作
品
『
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
』

（
監
督
／
木
下
恵
介
・
主
演
／

高
峰
秀
子
）は
、
北
軽
井
沢
駅
、

浅
間
牧
場
を
中
心
に
撮
影
さ

れ
た
作
品
で
す
。ち
な
み
に
、映

画
の
中
で
主
人
公
た
ち
が
乗
っ

た
車
両
は
、
客
車
で
は
な
く
、

当
時
イ
オ
ウ
や
鉱
石
な
ど
の

輸
送
に
使
わ
れ
て
い
た
、
屋
根

の
な
い
無
が
い
車
と
呼
ば
れ
た

貨
車
で
し
た
。

　ま
た
、
森
繁
久
弥
の「
山
鳩
」

は
、草
軽
電
鉄
の
駅
を
舞
台
と
し
て
、

森
繁
久
弥
は
そ
の
駅
長
役
を
演
じ

て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
、
分
か
っ
て

い
る
だ
け
で
、
十
五
本
も
の
日
本
映

画
に
北
軽
井
沢
や
草
軽
電
鉄
が
、

登
場
し
て
い
ま
す
。

　
旧
草
軽
電
鉄
北
軽
井
沢
駅
に
関

す
る
資
料
の
一
部
は
、
隣
接
の
北
軽

井
沢
観
光
協
会
・
北
軽
井
沢
ふ
る

さ
と
館
に
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
軽
井
沢
の
街
を
興
し
た

草
津
軽
便
鉄
道（
草
軽
電
気
鉄
道
）

北
軽
井
沢
の
発
展
を
支
え
た
理
由
の
一
つ
が
、草

軽
電
鉄
の
開
通
。軽
井
沢
か
ら
北
軽
井
沢
、そ
し

て
草
津
温
泉
を
つ
な
ぐ
リ
ゾ
ー
ト
の
幹
線
が
誕

生
し
た
。

旧
草
軽
電
鉄
の
歴
史
を
語
る「
北
軽
井
沢
」駅
舎

草軽電気鉄道の主要駅とその沿革

　懐かしい旧草軽電鉄

の電気機関車「デキ12

形」の実物大モニュメン

ト（木製模型）が2010年

(平成22年)７月北軽井

沢駅舎に登場しました。

　この電気機関車は、パ

ンタグラフが高く、カブトムシが角を突きだしているよ

うに見えることから、「カブトムシ」の愛称で、草軽電鉄

の当時の利用者だけでなく、鉄道ファンにも広く親し

まれた電気機関車です。もともとは米国のジェフリー

社が鉱山用に製造した車両でしたが、その後改良を

加え、草軽電鉄の代名詞となりました。「北軽井沢の

シンボルに」と、産・学・官から成る「北軽井沢コンソー

シアム協議会」が、企画立案し、木製オブジェとして製

作しました〈設計・施工：有限会社光建築工房〉。　

浅間高原を駆け抜けた電気機関車

vol.

「カブトムシ」復活!!

vol.
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現
存
す
る
大
正
時
代
の

　　浅
間
北
麓
最
古
の
洋
館

　

北
軽
井
沢
の
避
暑
地
の
は
じ
ま

り
は
、
大
正
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
最
初
に
北
軽
井
沢
（
当
時

は
地
蔵
川
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）

に
、
注
目
し
た
の
は
、
当
時
軽
井

沢
、
草
津
間
の
鉄
道
開
通
を
計
画

し
て
い
た
草
津
興
業
（
後
の
草
津

軽
便
鉄
道
）
で
す
。
北
白
川
宮
能

久
親
王
が
薨
去
さ
れ
、
広
大
な
浅

間
牧
場
の
敷
地
が
明
治
四
一
年
に

、
松
本
隆
治
氏
ほ
か
四
名
の
共
有

地
と
し
て
民
間
へ
払
い
下
げ
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
に
草
津
軽

便
鉄
道
の
創
立
委
員
代
表
の
永
松

達
吾
氏
も
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た

。
大
正
六
年
に
は
、
草
津
軽
便
は

軽
井
沢
～
吾
妻
間
の
営
業
を
開
始

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
鉄
道
開

設
の
目
的
が
、
沿
線
の
旅
客
と
と

も
に
、
木
材
、
薪
炭
、
そ
の
他
貨

物
輸
送
の
た
め
と
あ
り
、
旅
客
、
乗

客
の
確
保
に
力
が
注
が
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

北
軽
井
沢
で
最
も
古
い
別
荘
は
、

秋
元
子
爵
（
旧
館
林
藩
主
）
が
、

大
正
の
初
め
御
所
平
に
建
て
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
別

荘
は
現
在
移
築
さ
れ
、
応
桑
諏
訪

神
社
の
社
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
存
す
る
浅
間
北
麓
の
最
古
の

洋
館
が
、
大
正
後
期
に
建
て
ら
れ
た

「
田
中
別
荘
」
で
す
。

「
天
下
の
糸
平
」
と

呼
ば
れ
た
田
中
平
八

氏
の
息
子
、
田
中
銀

之
助
氏
の
別
荘
で
、

現
在
は
補
修
を
さ
れ
、

ル
オ
ム
の
森
の
中
に

当
時
の
姿
を
残
し
て

い
ま
す
。
こ
の
洋
館

は
和
洋
融
合
の
あ
め

り
か
屋
建
築
様
式
で
、

当
時
の
洋
風
別
荘
の

特
徴
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

大
正
時
代
は
日
本

の
近
代
を
大
き
く
変

え
た
時
代
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
労
働
、
農
民
、
婦

人
解
放
、
護
憲
、
普
通
選
挙
法
な

ど
の
運
動
が
大
き
な
流
れ
と
な
り
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る

民
衆
運
動
を
ひ
き
お
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
時
代
に
、
北
軽
井
沢
が
避
暑

地
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
こ
と
が
、

独
自
の
別
荘
文
化
（
邑
・
村
）
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

旧
一
高
の
集
ま
り
か
ら

　　生
ま
れ
た「
一
匡
邑
」

　

旧
一
高
（
帝
国
大
学
の
予
科
・

現
在
の
東
京
大
学
教
養
学
部
な
ど

の
前
進
と
な
っ
た
）
の
同
窓
生
ら

が
集
い
、
大
正
二
年
に
「
一
匡
社
」

（
い
っ
き
ょ
う
し
ゃ
）
と
い
う
結

社
を
つ
く
り
、
『
社
会
及
び
国
家
』

と
い
う
同
人
雑
誌
を
発
刊
し
ま
し

た
。
雑
誌
の
名
称
や
結
社
と
い
う

言
葉
か
ら
、
堅
い
印
象
を
受
け
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
医
学
博
士

や
文
化
人
の
多
い
団
体
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
同
人
に
は
一
匡
邑
（
む

ら
）
を
開
村
し
た
、
大
村
正
夫
氏
、

細
貝
正
邦
氏
な
ど
が
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
友
に
は
作
家
の
谷
崎
潤

一
郎
氏
も
お
り
、
雑
誌
へ
の
寄
稿

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
大
正
十
一
年
、
婦

人
子
供
た
ち
の
真
夏
の
健
康
保
持

と
静
養
の
た
め
別
荘
建
築
用
地
を

探
す
な
か
で
、
草
津
電
鉄
か
ら
強

い
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

薦
め
ら
れ
、
浅
間
山
麓
を
見
学
、

気
に
入
り
、
草
津
電
鉄
の
土
地
部

か
ら
、
一
万
坪
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

翌
年
の
大
正
十
二
年
夏
に
は
、

大
村
正
夫
氏
、
細
貝
正
邦
氏
ら
十

三
名
の
別
荘
が
完
成
し
、
結
社
の

名
か
ら
「
一
匡
邑
（
い
っ
き
ょ
う

む
ら
）
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
匡
邑
の
中
に
は
、
王
領
地
の
湧

水
を
水
源
と
す
る
小
滝
川
が
流
れ
、

川
沿
い
に
十
数
軒
の
別
荘
が
点
在

し
て
い
ま
す
。

　

当
時
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影

響
が
強
く
、
別
荘
地
の
土
地
を
共

有
地
と
し
て
扱
い
、
一
切
の
境
界

を
設
け
な
い
、
食
材
は
共
同
購
入

な
ど
、
別
荘
地
の
住
民
が
自
主
的

に
管
理
し
て
い
く
、
独
自
の
ス
タ

イ
ル
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
住
民

の
中
か
ら
邑
長
を
決
め
、
邑
長
が

邑
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
代
は
一
匡
邑
設
立
の
提
唱
者
大

村
正
夫
氏
で
し
た
。
こ
の
一
匡
邑

が
、
北
軽
井
沢
の
別
荘
・
山
荘
開

発
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

邑
（
む
ら
）
の
意
味
は
、
村
は
小

村
、
邑
は
大
村
と
い
わ
れ
、
大
き

な
村
を
願
っ
た
こ
と
と
、
初
代
邑

長
の
名
を
も
じ
っ
た
命
名
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
一
匡
邑
で
は
、
夏
期
大
学

が
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
最
初
に
林
間
学
校
、

臨
海
学
校
を
始
め
た
の
は
、
東
京

・
牛
込
に
あ
る
成
城
学
校
で
、
大

正
六
年
に
林
間
学
校
を
始
め
て
い

ま
す
。
こ
の
成
城
学
校
も
、
北
軽

井
沢
に
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

同
学
園
の
百
周
年
誌
に
よ
る
と
、

大
正
十
二
年
に
、
日
本
さ
く
泉
合

資
会
社
よ
り
長
野
原
町
応
桑
地
蔵

堂
地
内
の
土
地
の
寄
付
を
受
け
た

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
翌

十
三
年
七
月
に
は
、
同
地
で
浅
間

高
原
学
校
を
開
設
し
た
と
も
書
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
草
軽
電
鉄

「
吾
妻
」
駅
近
く
に
は
「
俳
句
伝

習
館
」
と
呼
ば
れ
た
建
物
も
出
現

し
て
い
ま
す
。

北
軽
井
沢
の
街
を

　　　作
っ
た
法
政
大
学
村

　

こ
の
一
匡
邑
の
開
村
か
ら
数
年

後
、
北
軽
井
沢
に
も
う
ひ
と
つ
の

村
（
別
荘
地
）
が
誕
生
し
ま
す
。

法
政
大
学
が
昭
和
三
年
に
建
設
し

た
「
法
政
大
学
村
」
が
そ
れ
で
す
。

　

大
正
九
年
、
当
時
の
法
政
大
学

学
長
、
松
室
致
学
長
が
、
草
津
軽

便
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
、
高
垣
仁

之
助
氏
と
の
共
有
で
、
長
野
原
町

応
桑
の
二
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
を
購
入
し
ま
し
た
。
当
初
は
、

軍
事
教
練
の
場
に
利
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
正
十
五
年
頃
こ
の
地

に
、
大
学
村
を
創
設
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
当
時
大
学
の
予
科
長

を
し
て
い
た
野
上
豊
一
郎
氏
に
、

応
桑
の
私
有
地
を
避
暑
地
と
し
て

大
学
の
教
職
員
の
た
め
に
提
供
し

た
い
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

山
荘
建
築
を
条
件
に
、
一
口
五

百
坪
、
坪
一
円
と
破
格
の
値
段
で

募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
昭
和
三

年
の
夏
、
浅
間
高
原
の
一
角
に
第

一
区
・
四
十
戸
の
山
荘
が
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
法
政
大
学
村

の
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
当

時
の
地
蔵
川
駅
（
後
の
北
軽
井
沢

駅
）
の
周
辺
に
も
ほ
と
ん
ど
人
家

の
な
か
っ
た
場
所
に
、
突
然
の
建

築
ブ
ー
ム
で
す
。
大
学
村
の
山
荘

建
築
は
、
翌
年
の
第
二
区
（
約
四

十
戸
）
、
第
三
区
へ
と
続
い
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
社
交
と
憩
い
の

場
と
す
る
た
め
に
、
昭
和
四
年
、

湯
沢
に
大
学
村
倶
楽
部
を
建
築
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四
年
か
ら

五
年
の
間
に
、
草
津
軽
便
鉄
道
の

現
在
の
「
北
軽
井
沢
」
駅
舎
を
建

築
、
草
津
軽
便
に
寄
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
六
年
に
は
、
楢

沢
の
渓
流
を
堰
き
止
め
た
人
造
湖

（
楢
沢
池
＝
現
在
の
照
月
湖
）
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
環
境
整
備
が

整
う
な
か
、
大
学
村
は
「
健
全
な
、

質
素
な
、
愉
快
な
共
同
生
活
」
を

送
る
た
め
に
、
自
治
的
組
織
と
し

て
、
村
会
制
を
と
り
ま
し
た
。
村

民
の
選
挙
に
よ
っ
て
村
会
議
員
を

選
び
、
管
理
・
運
営
の
仕
事
に
あ

た
ら
せ
た
の
で
す
。
初
代
の
村
長

に
は
松
室
致
氏
、
議
長
に
は
野
上

豊
一
郎
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

北
軽
井
沢
に
生
ま
れ
た
邑
・
村

と
い
う
別
荘
文
化
は
、
利
便
性
だ

け
で
は
な
い
、
自
由
で
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
、
そ
し
て
質
素
な
、
他
の
避

暑
地
に
は
な
い
独
特
の
雰
囲
気
を

作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

「邑」･「村」

法政大学村を開発した松室致学長を記念した「北軽井沢開発之碑」

邑の真ん中を流れる小滝川、初期の時代は炊事洗濯の場だった。

高原の小さな村－北軽井沢音楽村

　音楽村は、1 9 5 6年（昭和３１年）、くるみヶ原新文化

村（音楽の村）として、東拓興業株式会社から分譲され

たもの。当時はまだ珍しかった野外音楽堂などを設け、

音楽家や声楽家、音楽愛好家に呼びかけ、文化的な別荘

地の建設を目指しました。当時の会員は、8 2名で、初代

会長には東京世田谷区で「岸辺幼稚園」を経営されてい

た岸辺泰雄さんが選ばれました。中央のロータリーには、

野外音楽堂が設けられ、音楽村会員や、東京フィルハー

モニーメンバーによる演奏会なども行われました。

　岸辺泰雄さんは多趣味で、クラシック音楽、スキー、

テニスなどのほかに、十三音会という会を主宰していま

した。開村当時の音楽堂は１９５８年の狩野川台風で倒

壊、再建されましたが、１９６２年の大雪でふたたび倒

壊し、その後は再建されませんでした。この跡地には、

北軽井沢音楽村の歩みをしるした記念碑と、そばには最

初の音楽堂の屋根の頂点にあった旗竿が立てられていま

す。また、記念碑には初代会長岸辺泰雄さんの愛した次

の言葉が刻まれています。

－『愛國心よりも愛地球心を』－。現在も音楽村には、

約３０軒の別荘があります。

　このほかにも、昭和1 0年頃、東京都武蔵野市の謡曲グ

ループの人々が中心となり開設した「みそぎ村」という

別荘地が、一匡邑の隣りにありました。この村は、戦時

中に砲術演習の弾道下にあたるという理由で強制的に撤

去されました。

音楽村に今も残る記念碑と

音楽堂の屋根にあった旗竿

歴史ものがたり
避暑地開発の

戦争で消えた－みそぎ村

大学村の道－村民の申し合わせで、
ほとんどの道は舗装されていない。

「邑」･「村」 避暑地開発の
歴史ものがたり

牧場ができ、鉄道が開通すると、
北軽井沢地区が避暑地として
脚光を浴びる時代がやってきます。
一匡邑、法政大学村、音楽村と、
他の避暑地とは違う、独自の文化をもつ
山荘コミュニティーが次々と生まれました。

牧場ができ、鉄道が開通すると、
北軽井沢地区が避暑地として
脚光を浴びる時代がやってきます。
一匡邑、法政大学村、音楽村と、
他の避暑地とは違う、独自の文化をもつ
山荘コミュニティーが次々と生まれました。

vol.

vol.
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明
治
時
代
に
も

　　　旧
藩
士
が
入
植
開
拓

　

北
軽
井
沢
の
開
拓
の
歴
史
は
古
く
、

明
治
十
六
年
、
旧
館
林
藩
士
が
、
明

治
の
改
革
で
職
を
失
っ
た
た
め
に
、

政
府
が
旧
武
士
救
済
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
開
拓
移
民
を
行
い
、

現
在
の
御
所
平
に
入
植

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
御
所

平
の
地
名
は
、
一
説
に

は
、
北
白
川
宮
に
由
来

す
る
と
も
言
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
源
頼
朝
の
『
浅
間
野
巻

狩
』
に
由
来
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
御
所
平
も
、
北
白
川
宮
の
浅

間
牧
場
の
一
部
で
し
た
。
当
時
の
館

林
藩
旧
藩
主
、
秋
元
子
爵
が
明
治
十

六
年
に
牧
場
の
一
部
を
払
い
下
げ
て

も
ら
い
、
旧
館
林
藩
士
族
十
二
戸
、

六
十
余
名
が
入
植
し
ま
し
た
。
「
十

年
間
辛
抱
す
る
な
ら
ば
、
一
戸
あ
た

り
五
町
歩
の
土
地
を
や
る
」
と
い
う

約
束
で
移
住
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
十
二
戸
の
入
植
者
の
う

ち
、
開
墾
、
営
農
の
苦
し
さ
に
脱
落
、

失
踪
者
が
続
出
し
て
、
次
第
に
戸
数

が
減
少
し
、
わ
ず
か
二
戸
が
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
倉
田
家
と
山
下
家
で
す
。

二
戸
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
初
予

定
の
六
九
町
歩
を
も
ら
い
う
け
、
御

所
平
の
部
落
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま

た
、
御
所
平
に
は
秋
元
子
爵
の
土
地

も
あ
り
、
大
正
の
初
め
頃
、
秋
元
家

の
別
荘
を
建
て
、
旧
館
林
藩
士
の
開

拓
を
見
守
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ち

な
み
に
、
こ
の
秋
元
別
荘
は
現
在
、

応
桑
諏
訪
神
社
の
境
内
に
移
築
さ
れ
、

社
務
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
の
農
地
改
革
と

　　　満
蒙
引
揚
者
の
入
植

　

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
は
、
浅

間
牧
場
、
吾
妻
牧
場
、
亀
沢
農
場
な

ど
の
大
規
模
な
開
拓
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
浅
間
山
麓
の
開
拓
は
、
戦
後

の
農
地
解
放
と
、
満
州
・
蒙
古
か
ら

の
引
揚
者
の
入
植
に
よ
っ
て
飛
躍
的

に
進
み
ま
す
。
戦
後
の
農
地
解
放
は
、

不
在
地
主
か
ら
農
地
を
回
収
、
自
作

農
が
増
え
、
そ
の
地
位
を
安
定
さ
せ

ま
し
た
。
北
軽
井
沢
に
開
拓
村
と
呼

ば
れ
る
地
区
は
四
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

ハ
イ
ロ
ン
、
大
屋
原
、
甘
楽
、
群
高

で
す
。
ま
た
、
長
野
原
町
に
は
他
に

も
ア
テ
ロ
、
下
小
菅
な
ど
の
開
拓
地

区
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
イ
ロ
ン
や
ア
テ
ロ
と
い
う
の
は
、

満
州
で
の
開
拓
地
の
名
前
を
そ
の
ま

ま
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
満
蒙
開
拓
前
の
母
村
は
、
大
屋

原
は
木
瀬
村
、
ハ
イ
ロ
ン
は
北
橘
村

と
南
橘
村
、
甘
楽
は
甘
楽
郡
、
群
高

は
伊
勢
崎
の
名
和
村
な
ど
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
満
州
・
蒙
古
か
ら
の
引

揚
者
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、
浅
間
山

の
東
北
麓
、
や
せ
た
火
山
灰
地
の
草

原
と
、
雑
木
林
や
落
葉
松
林
で
、
熊

笹
が
胸
ま
で
あ
る
よ
う
な
場
所
ば
か

り
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
こ
の

地
を
選
ん
だ
の
に
は
次
の
理
由
が
あ

り
ま
し
た
。
厳
し
い
自
然
環
境
を
克

服
す
る
だ
け
の
経
験
を
満
州
農
業
で

得
て
い
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
復
員
後

入
植
を
希
望
す
る
多
く
の
人
々
を
受

け
入
れ
る
だ
け
の
土
地
の
広
さ
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
植
当
時
の
開
拓
村
の
写
真
を
見

る
と
、
落
葉
松
を
切
り
倒
し
て
柱
に

し
、
熊
笹
を
刈
り
取
っ
て
壁
と
屋
根

に
し
た
手
作
り
の
家
で
す
。
当
時
は

開
拓
に
使
う
機
械
が
な
か
っ
た
た
め
、

の
こ
ぎ
り
で
木
を
切
り
倒
し
、
根
を

抜
き
と
り
、
熊
笹
を
焼
き
払
っ
て
畑

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
開
墾
の
記
録
を
見
る
と
、

そ
の
厳
し
い
労
働
に
驚
き
ま
す
。　

「
朝
は
星
の
あ
る
う
ち
か
ら
夜
は
星

の
明
か
り
で
、
三
度
の
め
し
を
二
度

に
し
て
毎
日
開
墾
し
た
。
機
械
が
な

か
っ
た
か
ら
、
男
た
ち
が
一
く
わ
一

く
わ
掘
り
起
こ
し
た
。
女
た
ち
が
土

の
か
た
ま
り
を
く
だ
い
て
、
根
や
ゴ

ミ
を
ヨ
ツ
ゴ
の
よ
う
な
金
の
鉤
で
か

き
出
し
て
、
畑
に
種
を
蒔
け
る
よ
う

に
し
た
。
（
金
子
宇
め
さ
ん
の
記
録

か
ら
）

高
冷
地
に
適
し
た

　　　　村
つ
く
り
五
原
則

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
な
か
、

清
水
圭
太
郎
さ
ん
を
入
植
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
北
軽
井
沢
の
開
拓
は

進
み
ま
し
た
。
入
植
は
昭
和
二
一
年

春
か
ら
昭
和
二
四
年
ま
で
の
３
ヵ
年

が
主
力
で
し
た
。
延
べ
総
数
一
九
三

戸
、
総
面
積
約
一
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
内
耕
地
約
七
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

宅
地
は
各
戸
二
〇
～
二
五
ア
ー
ル
が

配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
拓
年
表
に
あ
る
よ
う
に
、
昭
和

二
三
年
に
北
軽
井
沢
開
拓
農
協
が
で

き
ま
し
た
。
開
拓
当
初
は
、
政
府
が

提
示
し
た
あ
わ
、
ひ
え
、
大
麦
、
小

麦
、
豆
類
な

ど
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
作

物
は
あ
ま
り

成
果
が
上
が

り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ

で
、
昭
和
二

六
年
、
「
輪

作
試
験
地
」

を
独
自
に
設

置
し
、
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

作
物
の
収
支
経
済
調
査
を
七
ヵ
年
計

画
で
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
八
年
、
二
九
年
の
冷
害
は
、

高
冷
地
だ
け
に
そ
の
影
響
が
大
き
く
、

従
来
の
作
物
で
は
無
理
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
試
験
地

の
結
果
と
あ
わ
せ
、
営
農
形
態
の
基

本
を
定
め
ま
し
た
。

　

昭
和
三
〇
年
に
、
こ
の
基
本
を
ま

と
め
た
『
村
つ
く
り
五
原
則
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
不
毛
の
高
冷
地
と

い
う
条
件
の
も
と
、
草
を
作
り
、
牛

を
飼
い
、
そ
の
牛
の
排
泄
物
に
よ
り

土
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
指
針
に

よ
り
、
北
軽
井
沢
の
開
拓
は
大
き
く

進
展
し
た
の
で
す
。

群
馬
県
内
有
数
の

　　　　農
・
酪
農
地
帯
に

　

こ
う
し
て
開
拓
さ
れ
た
農
地
は
、

酪
農
ば
か
り
で
は
な
く
、
肥
沃
な
農

地
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
高
原
野

菜
や
り
ん
ご
な
ど
が
盛
ん
に
つ
く
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
内
で

最
も
生
産
量
の
あ
る
地
域
に
成
長
し

ま
し
た
。
ま
た
、
野
菜
に
つ
い
て
も
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
レ
タ
ス
、
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
高
原
野
菜
な
ど
は
、

県
内
で
も
有
数
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
リ
ン

ゴ
な
ど
の
果
樹
栽
培
に
つ
い
て
も
、

「
レ
ン
タ
ル
リ
ン
ゴ
」

（
リ
ン
ゴ
の
木
を
１
年

間
貸
し
、
借
主
が
秋
に

収
穫
す
る
方
法
）
の
取

り
組
み
を
始
め
、
来
県

者
の
増
加
に
、
民
宿
を

は
じ
め
た
組
合
員
も
い

ま
し
た
。

　

記
事
内
に
あ
る
「
満

州
開
拓
記
念
碑
」
は
、

甘
楽
地
区
の
国
道
一
四

六
号
線
沿
い
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
右
の
「
群
馬
満

蒙
拓
魂
之
碑
」
は
、
大
屋
原
の
部
落

の
中
に
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
今

日
の
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
、
満
州
開

拓
で
亡
く
な
っ
た
人
々
な
ど
を
偲
び

建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
不
毛
の
地

と
い
わ
れ
た
浅
間
高
原
の
開
拓
、
そ

の
成
果
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

応桑地区にある吾妻牧場の碑

北 軽 井 沢 の 開 拓 年 表

　昭和２０年　　・８月１５日第２次世界大戦終結。
　　　　　　　　　　　・満州開拓者の引きあげが始まった。
　　　　　　　　　　　・群高地区の開拓が始まった。　　
　昭和２１年　　・開拓者のグループ、押際収納組合などができた。
　昭和２２年　　・大屋原の開拓が始まった。
　昭和２３年　　・ハイロン・甘楽地区の開拓が始まった。
　　　　　　　　　　　・北軽井沢開拓農協ができた。
　　　　　　　　　　　・大屋原の組合で乳牛を飼育し始めた。
　昭和２４年　　・群高地区の開拓が盛んになった。
　　　　　　　　　　　・キティー台風で新しく作った家が大部分壊された（大屋原）。
　昭和２６年　　・輪作試験地を設け、作物の収支経済調査を７年計画で実施。
　　　　　　　　　　　・牛乳処理所をつくった。
　昭和２７年　　・乳牛が１００頭になった。
　昭和２８年　　・４月火事で牛乳処理所や農協の設備や米が全焼した。
　　　　　　　　　　　・冷害で作物がほとんど取れなかった。
　昭和２９年　　・冷害で作物がほとんど取れなかった。
　　　　　　　　　　　・リンゴの栽培が始まった。
　　　　　　　　　　　・生活の苦しさから１０数戸が開拓地を去っていった。
　昭和３０年　　・村つくり５原則を決めた。
　昭和３２年　　・大屋原、ハイロン地区に電気がついた。
　昭和３３年　　・開拓地の道路の整備が始まった。
　　　　　　　　　　　・北軽井沢農協でトラクターを１台購入した。
　昭和３５年　　・農業の機械化実験が始まった。
　昭和３６年　　・大屋原に水道ができた。
　昭和３８年　　・乳牛が５００頭になった。
　昭和４０年　　・ハイロン地区がリンゴ団地の指定を受けた。
　昭和５０年　　・乳牛が２、０００頭を超えた。

●村つくり５原則●

　１．草をつくり（草地農法）

　２．牛をつくり（酪農）

　３．土をつくり（地力増進）

　４．村をつくり（庶民階和）

　５. 人をつくる（人間研成）

大屋原にある「群馬満蒙開拓魂之碑」

大屋原の夏、収穫をまつキャベツ畑
国道沿いにある「満州開拓記念碑」

浅
間
の
焼
原
を

県
内
有
数
の

農
・
酪
農
地
帯
に
開
墾

明治時代「焼原」と呼ばれた地が、

群馬県内有数の農・酪農地帯に

生まれ変わった。

明治に始まった開拓の歴史、

戦後の食糧増産を旗印とした入植運動が

北軽井沢の農と酪農を一変させた。

浅
間
の
焼
原
を

県
内
有
数
の

農
・
酪
農
地
帯
に
開
墾

vol.
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五感を澄ませて楽しもう
北軽井沢散策マップ

五感を澄ませて楽しもう
北軽井沢散策マップ

Ａ＝国道146号線の右側の歩道を歩きます。

Ｂ＝ガードレールの切れたところを右に入　

　ります。途中一部砂利道に。

Ｃ＝「しらかば」の看板を左折します。

Ｄ＝国道146号を横断します。必ず横断歩道

　　を渡りましょう。

Ｅ＝地蔵川の看板を左に進みます。

Ｆ＝「みるく村」の矢印に従って進みます。

Ｇ＝ＪＡ工場の建物の角を左折します。

Ｈ＝「フォレスト・アドベンチャー・アサ　

　　マ」の門をくぐり進みます。

Ｉ＝十字路を直進します。

Ｊ＝堆肥舎を囲むガードレールが切れた、

　　向かい側の砂利道を進みます。

Ｋ＝県道２３５号線にでます。右に進むと

　　桜岩地蔵尊です。その先は「古瀧」へ

　　続きます。

Ｌ＝国道146号線に出ます。コンビニ前の

　　駐車場を左に進みます。

Ｍ＝北軽井沢の信号です。直進すると

　　ミュージックホールです。

Ｎ＝北軽駐在所の矢印通り進みます。

ウォーキング
ポイント

★駅舎から桜岩まで古の道を訪ねる
　　　　　　　　　　～北軽井沢の歴史を散策するコース～

①「旧草軽電鉄  北軽井沢駅舎」＝昭和3 5年まで走っていた草軽電鉄の現存する唯一の駅です。
②「北軽井沢開発之碑」＝松室致法政大学学長の発案により法政大学村は昭和2年開村しました。
③「北軽井沢大学村事務所」＝大学村事務所の設計は大正・昭和の著名な建築家蒲原重雄氏。
④「牧宮神社」＝北軽井沢地区を興した浅間牧場を開いた北白川宮能久親王を祭った神社。
⑤「満州開拓記念碑＝戦後の農業・酪農業の発展は満蒙からの引き揚げ者たちの努力の賜物。
⑥「みるく村」＝北軽井沢は群馬県内有数の酪農地帯。自慢のソフトクリームや牛乳をどうぞ。
⑦「ルオムの森  田中別荘」＝ルオムの森の中にある、浅間北麓で最古の洋館といわれる田中別荘。
⑧「六里ヶ原道しるべ観音」＝江戸時代後期に旅人の道しるべにと１丁ごとに観音様が置かれた。
⑨「桜岩地蔵尊」＝岩を割って生えている２本の桜にちなみ、桜岩地蔵尊と言われる。
⑩「浅間高原レース発祥の地  碑」＝昭和3 0年日本で初めて本格的な2輪耐久レースが行われた。
⑪「北軽井沢ミュージックホール」＝斎藤秀雄ゆかりの日本初の音楽学生のための研修施設。
⑫「北軽井沢ふるさと館」＝草軽電鉄などの資料を展示してある。兼観光協会事務所。

景
観
ポ
イ
ン
ト

●距離数約－５．２㎞　●所要時間－約９５分 （おおよその目安です）

浅間高原ウォーキングガイド浅間高原ウォーキングガイドA－滝
１　浅間大滝
２　魚止めの滝
３　古瀧
４　仙峨滝
５　不動の滝
６　槌谷の滝
７　あいおいの滝

B－湧水
１　借宿湧水
２　栗平湧水

C－池・湖
１　照月湖
２　ハイロン湖
３　応桑用水地
４　池の塚沼

D－川
１　熊川
２　地蔵川
３　片蓋川
４　小宿川
５　赤川

E－沢
１　胡桃沢
２　小滝沢
３　小矢沢
４　空色沢
５　堀切沢
６　小菅沢

F－山
１　浅間山
２　鼻曲山
３　天丸山
４　鷹繋山
５　浅間隠山
６　菅峰
７　駒髪山
８　氷妻山

G－峠
１　二度上峠
２　万騎峠
３　栗平峠

H－牧場
１　浅間牧場

I－別荘地
１　北軽井沢大学村
２　一匡邑

J－神社
１　牧宮神社
２　狩宿諏訪神社
３　応桑諏訪神社
４　栗平浅間神社
５　小宿神明社

K－仏閣
１　常林寺
２　桜岩地蔵尊
３　六里ヶ原
　　道しるべ観音

L－建物・記念館
１　浅間火山博物館
２　旧北軽井沢駅舎
３　北軽井沢ふるさと館
　　北軽井沢観光協会
４　北軽井沢大学村事務所
５　北軽井沢ﾐｭｰｼﾞｯｸﾎｰﾙ

６　田中別荘
７　浅間記念館
８　秋元別荘

M－碑・史跡
１　北軽井沢開発之碑
２　狩宿関所跡之碑
３　旧狩宿本陣の碑
４　朝比奈三郎義秀の碑

５　群馬満蒙開拓魂之碑
６　満州開拓記念碑
７　吾妻牧場の碑
８　「丘を越えて」歌碑
９　浅間高原レース発祥の地碑

N－その他
１　分去茶屋（下の分去）
２　砂塚（上の分去）

vol.
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　日
本
で
最
も
活
発
な

　　活
動
を
続
け
る
浅
間
山

 
 

群
馬
、長
野
の
両
県
に
ま
た
が
る
浅

間
山
は
、世
界
有
数
の
活
火
山
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
大
き
さ
は
東
西
約

一
五
キ
ロ
、
南
北
約
三
五
キ
ロ
の
広
が

り
を
持
ち
、ほ
ぼ
円
錐
形
の
美
し
い
姿

を
持
っ
て
い
ま
す
。北
軽
井
沢
は
、浅
間

山
の
北
麓
に
位
置
し
ま
す
。
場
所
に
よ

っ
て
、見
え
る
姿
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

群
馬
県
の
北
軽
や
嬬
恋
か
ら
は
、そ
の

優
美
な
姿
が
、
観
音
様
が
寝
て
い
る
よ

う
だ
と
い
わ
れ
「
寝
観
音
」（
左
図
参

照
）と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
現
在
の
浅
間
山
は
、
三
重
式
の
火
山

を
も
っ
て
い
ま
す
。ま
わ
り
に
輪
の
よ
う

な
形
の
山
（
外
輪
山
）が
二
重
に
あ
り
、

中
央
に
新
し
く
で
き
た
火
山
（
中
央
火

口
丘
）が
あ
り
ま
す
。
西
側
に
あ
る
外
輪

山
を
黒
斑
山
（
く
ろ
ふ
）と
い
い
ま
す
。

軽
井
沢
の
千

ヶ
滝
上
部
や
、

峰
の
茶
屋
付

近
に
は
ま
た

違
う
火
山
が

あ
り
ま
す
。こ

ち
ら
は
仏
岩

火
山
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、盛
ん
に

活
動
し
て
い
る

火
山
は
、黒
斑

火
山
と
仏
岩

火
山
の
上
に

新
し
く
成
長

し
た
火
山
で

す
。「
前
掛
火

山
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
天

明
三
年
の
大

噴
火
を
起
こ

し
た
の
は
、こ

の
火
山
で
す
。

　浅
間
山
は
日

本
の
活
火
山

の
中
で
も
、ひ

ん
ぱ
ん
に
活
動
を
繰
り
返
す
火
山
と
し

て
有
名
で
す
。
大
音
響
と
と
も
に
爆
発

し
、噴
火
口
か
ら
黒
煙
を
高
く
吹
き
上

げ
ま
す
。
天
明
以
降
の
噴
火
は
す
べ
て

こ
う
し
た
形
の
噴
火
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

　　　　　天
明
の
大
噴
火

 

過
去
に
何
度
も
大
噴
火
を
起
こ
し
て

き
た
浅
間
山
で
す
が
、近
年
最
も
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
も
の
が
江
戸
時

代
の「
天
明
三
年
の
大
噴
火
」で
す
。死
者

千
数
百
名
を
出
し
、そ
の
噴
火
に
よ
っ
て

吹
き
上
げ
ら
れ
た
灰
な
ど
が
関
東
一

円
に
降
り
注
ぎ
、天
明
の
大
飢
饉
の
一

因
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。浅

間
山
は
、五
月
頃
か
ら
活
発
な
火
山
活

動
を
続
け
、八
月
二
日
〜
五
日
に
か
け

て
、
大
噴
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。こ
の
天

明
三
年
の
大
噴
火
は
、浅
間
北
麓
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
鎌
原

火
砕
流
は
、八
月
五
日
に
起
き
た
火
砕

流
で
、途
中
で
岩
屑
な
だ
れ
に
変
化
し
、

鎌
原
村
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。鎌
原
村

で
は
約
四
六
〇
人
が
こ
の
な
だ
れ
の
犠

牲
と
な
り
、生
存
者
は
わ
ず
か
九
三
人

だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　浅
間
山
で
は
、火
砕
流
の
後
、灼
熱
し

た
溶
岩
が
流
れ
出
て
、長
さ
六
キ
ロ
、幅

二
キ
ロ
の
特
異
な
地
形
を
持
つ
溶
岩
台

地
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。こ
れ
が「
鬼

押
出
し
」で
す
。ま
た
流
れ
出
た
火
山

泥
流
は
、川
を
な
が
れ
、ふ
さ
ぎ
、吾
妻

川
か
ら
利
根
川
な
ど
を
通
り
、銚
子
ま

で
達
し
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
泥
流
の
す
ざ
ま
し
さ
を
物
語
る
の

が「
常
林
寺
の
梵
鐘
」で
す
。
川
沿
い
に

あ
っ
た
常
林
寺
は
、
鎌
原
火
砕
流
・
岩

屑
流
に
よ
っ
て
寺
ご
と
流
さ
れ
、そ
の
梵

鐘
が
明
治
四
五
年
の
水
害
の
時
、十
五

キ
ロ
下
流
の
吾
妻
川
の
河
原
で
一
二
七

年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
、常
林
寺
に
戻
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
長
野
原
町
立
浅
間

火
山
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　鎌
原
村
は
、日
本
の
ポ
ン
ペ
イ
と
よ
く

い
わ
れ
ま
す
が
、イ
タ
リ
ア
の
ポ
ン
ペ
イ

は
火
砕
流
に
よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、鎌
原
村
は
、村
民
の

八
割
が
失
わ
れ
て
も
な
お
復
興
を
果
た

し
、現
在
ま
で
そ
の
歴
史
を
伝
え
て
い
ま

す
。

破
壊
か
ら
再
生
へ
！

　　新
し
い
生
命
を
育
む

 

鬼
押
出
し
は
ど
う
で
し
ょ
う
。溶
岩
だ

ら
け
の
場
所
に
も
、
実
に
多
く
の
植
物

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
北
軽
井
沢
、
嬬

恋
は
、江
戸
時
代
、明
治
時
代
に
は
六

里
ヶ
原
と
呼
ば
れ
、
焼
け
原
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。当
時
民
家
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、木
陰
に
な
る
木
も
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。も
ち
ろ
ん
目
印
と
な
る
よ
う
な
も
の

が
な
か
っ
た
た
め
に
、道
に
迷
い
遭
難
す

る
人
が
多
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
旅
人
の
道
し
る
べ
に
と
、

当
時
の
分
去
れ
茶
屋
の
助
四
郎
と
い
う

人
が
、寄
進
を
集
め
て
建
立
し
た
の
が
、

六
里
ヶ
原
の
道
し
る
べ
観
音
で
す
。

　
法
政
大
学
村
が
出
来
た
昭
和
三
年

ご
ろ
も
、
大
学
村
の
別
荘
の
赤
い
屋
根

が
、草
津
電
鉄
の
車
窓
か
ら
見
え
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。今
の
林
や
森
に
囲
ま

れ
た
姿
か
ら
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。

　も
と
も
と
、火
山
灰
の
大
地
は
地
質
が

酸
性
と
な
り
、農
業
に
は
向
い
て
い
な
い

と
い
わ
れ
ま
す
。米
や
野
菜
な
ど
を
つ
く

る
に
は
、ア
ル
カ
リ
性
の
土
壌
が
適
し
て

い
ま
す
。
酸
性
の
土
壌
で
生
育
す
る
食

物
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
黒
豆
の
木

と
い
わ
れ
る「
浅
間
ぶ
と
う
」
な
ど
の
ベ

リ
ー
系
の
植
物
は
酸
性
の
地
に
向
い
て

い
ま
す
。
上
図
の
よ
う
に
浅
間
園
の
左

手
に
は
、黒
豆
河
原
と
い
う
、浅
間
ぶ
ど

う
の
群
生
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。浅
間

火
山
博
物
館
の
発
行
し
て
い
る「
浅
間

山
の
観
察
手
帳
」を
見
る
と
、
実
に
多

く
の
動
・
植
物
が
周
辺
に
見
受
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　火
山
灰
地
に
で
き
る
の
は
、そ
ば
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
北
軽
井
沢
の
開

拓
」で
触
れ
た
よ
う
に
、知
恵
と
不
屈
の

努
力
で
、
不
毛
の
地
と
い
わ
れ
た
北
軽

井
沢
を
、わ
ず
か
二
十
数
年
で
、群
馬
県

内
有
数
の
農
業
、
酪
農
地
帯
に
変
貌
さ

せ
た
生
き
た
実
例
が
、
身
近
に
あ
り
ま

す
。破
壊
、再
生
さ
れ
た
大
地
か
ら
は
、

ま
た
新
し
い
未
来
が
生
み
出
さ
れ
て
く

る
こ
と
を
浅
間
は
教
え
て
い
る
の
で
す
。

　

火の山「浅間」
大地の恵みに生きる

火の山「浅間」
大地の恵みに生きる

は
る
か
昔
か
ら
胎
動
を
続
け
て
き
た
浅
間
山
。

何
度
か
の
大
噴
火
を
経
て
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ひ
と
た
び
噴
火
す
れ
ば
、

自
然
の
圧
倒
的
な
力
に
人
は
慄
く
ば
か
り
。

時
が
過
ぎ
、溶
岩
に
覆
わ
れ
た
大
地
か
ら
も

新
し
い
生
命
が
誕
生
す
る
。

「
破
壊
」と「
再
生
」が
繰
り
返
さ
れ
る
地
。

高
原
の
豊
か
な
自
然
を
培
っ
た

火
の
山「
浅
間
」の
魅
力
を
探
っ
て
み
よ
う
。

は
る
か
昔
か
ら
胎
動
を
続
け
て
き
た
浅
間
山
。

何
度
か
の
大
噴
火
を
経
て
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ひ
と
た
び
噴
火
す
れ
ば
、

自
然
の
圧
倒
的
な
力
に
人
は
慄
く
ば
か
り
。

時
が
過
ぎ
、溶
岩
に
覆
わ
れ
た
大
地
か
ら
も

新
し
い
生
命
が
誕
生
す
る
。

「
破
壊
」と「
再
生
」が
繰
り
返
さ
れ
る
地
。

高
原
の
豊
か
な
自
然
を
培
っ
た

火
の
山「
浅
間
」の
魅
力
を
探
っ
て
み
よ
う
。

浅間火山博物館に展示されている常林寺の梵鐘

　昭和38 年に、上信越高原国立公園の中
心部に、長野原町営鬼押出し浅間園、同
４２年に浅間火山博物館ができました。こ
の施設は、日本で初めて自然研究路（遊
歩道ネイチャートレール）を設けたもので、
自然科学教室としての知識の向上と理
解を深めてもらうことをめざしました。
　平成5 年には、リニューアルオープンとし
て、博物館を新設し、展示内容にも最新
の技術をいれ、浅間火山周辺の自然を理
解してもらうようにしました。

　火山博物館内の展示内容は、「地球マジカル
ホール」「ロストワールド」「地底探査船」「地学
展示室」「気象観測コーナー」「自然展示室」など
にわかれています。レストラン、ショップなども併
設しています。また、隣接して浅間記念館（オー
トバイ博物館）もあります。　火山博物館への
入場料は大人600 円、小・中学生は300 円で
す（団体・特別割引有）、浅間記念館は、大人（
高校生以上－団体割引有） 300 円、小・中学
生は無料です。
　一方、自然遊歩道は、無料です。鬼押出しの

中に、２，５００メートルにわたり自然遊歩道が整
備されています。25 分から80 分までの５つの
コースがあります。遊歩道沿いには、四季折々
の草花があり、浅間山の豊かな自然を満喫す
ることができます。コース半ばにある見晴台か
らは、雄大な浅間山麓を一望することもできま
す。駐車場奥のサイクリングロードは林の中に
あり、ウォーキングにも最適です。

日本で最初の自然研究路を開設 浅間園
（長野原町営鬼押出し　浅間園　浅間火山博物館）

vol.
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日
本
の
二
輪
レ
ー
ス

　
　
　
発
祥
は
北
軽
井
沢

　
　
日
本
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
レ

ー
ス
は
、
浅
間
高
原
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
一
九
五
五

年
（
昭
和
三
〇
年
）
、

北
軽
井
沢
を
中
心
に

し
た
浅
間
高
原
で
、
日

本
初
の
本
格
的
な
２

輪
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
『
浅

間
高
原
レ
ー
ス
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
日
本
の
主
要
産
業

は
戦
前
の
軽
工
業
か

ら
、
戦
後
の
重
工
業
へ

の
移
行
す
る
時
期
に

あ
た
り
、
な
か
で
も
モ

ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
に
か
け
る
期
待

は
高
く
、
国
産
の
モ
ー
タ
ー
開
発

が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、

日
本
全
国
に
２
０
０
社
以
上
の
オ

ー
ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
が
乱
立
し
て

い
ま
し
た
が
、
性
能
的
に
は
輸
入

品
と
比
較
す
る
と
、
三
〇
年
の
差

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
産
メ

ー
カ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う

と
、
耐
久
レ
ー
ス
が
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
の
日
本
小
型
自
動
車

工
業
会
が
候
補
地
と
し
て
選
ん

だ
の
が
、
こ
の
浅
間
高
原
で
す
。「

第
一
回
浅
間
高
原
レ
ー
ス
」
を
皮

切
り
に
、
五
年
間
に
わ
た
り
計
五

回
（
同
時
開
催
を
含
む
）
日
本
の

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
の
歴
史
を
作

っ
た
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
は
、
一
九
五
五
年
十
一

月
五
日
〜
六
日
、
国
道
一
四
六

号
や
町
道
を
封
鎖
し
て
、
一
周
約

一
九
・
二
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
公
道
を
使
用
し
た
レ
ー

ス
と
い
う
こ
と
で
、
タ
イ
ム
・
速
度

は
非
公
開
、
順
位
の
み
発
表
と
い

う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が
「
第
一
回

全
日
本
オ
ー
ト
バ
イ
耐
久
レ
ー
ス
」

（
正
式
名
称
）
、「
第
一
回
浅
間
高

原
レ
ー
ス
」
と
一
般
に
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。

　

専
用
の
自
動
車

　
　
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
設
置

　
　
そ
の
後
、
一
般
公
道
で
の
レ
ー

ス
は
さ
す
が
に
無
理
に
な
り
、
第

一
回
終
了
後
、
自
前
で
専
用
の
自

動
車
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
建
設
し
ま

し
た
。
浅
間
牧
場
の
一
部
と
嬬
恋

村
の
所
有
地
を
借
り
受
け
、
一
周

九
・
三
五
一
㎞
の
日
本
初
の
本
格

的
自
動
車
専
用
サ
ー
キ
ッ
ト
『
浅

間
高
原
自
動
車
テ
ス
ト
コ
ー
ス
』

を
建
設
し
ま
し
た
。

　
　
専
用
コ
ー
ス
の
完
成
を
記
念
し

て
一
九
五
七
年
一
〇
月
十
九
日

〜
二
〇
日
に
、
第
２
回
浅
間
火
山

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。コ
ー
ス

の
路
面
は
舗
装
な
し
、
全
面
ダ
ー

ト
で
、
砂
利
道
（
火
山
灰
）
を
固
め

た
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
に
集
ま
っ

た
観
客
は
、
六
五
〇
〇
〇
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
回
浅
間
高

原
レ
ー
ス
、
第
二
回
浅
間
火
山
レ

ー
ス
は
と
も
に
日
本
小
型
自
動

車
工
業
会
が
主
催
し
た
メ
ー
カ

ー
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
毎

年
の
開
催
で
は
メ
ー
カ
ー
の
負
担

が
大
き
す
ぎ
る
と
の
声
が
あ
が
り
、

一
九
五
八
年
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

レ
ー
ス
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
イ
ダ
ー
の

　
　
　
ク
ラ
ブ
マ
ン
レ
ー
ス

　
　
こ
う
し
た
バ
イ
ク
ブ
ー
ム
の
中
、

純
粋
な
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
イ
ダ
ー
た

ち
に
よ
る
第
一
回
全
日
本
モ
ー
タ

ー
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ
マ
ン
レ
ー
ス

が
、
一
九
五
八
年
八
月
二
四
日

台
風
で
大
荒
れ
の
中
、
浅
間
高
原

自
動
車
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
時
月
刊
「
モ
ー
タ
ー
サ

イ
ク
リ
ス
ト
」
誌
を
発
行
し
て
い

た
八
重
洲
出
版
の
酒
井
文
人
氏

の
呼
び
か
け
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
イ

ダ
ー
（
ク
ラ
ブ
マ
ン
）
の
団
体
、
全

日
本
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

連
盟
（
Ｍ
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｊ
）
が
創
設
さ
れ
、

こ
の
Ｍ
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｊ
が
主
催
で
、
第
一

回
全
日
本
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ク

ラ
ブ
マ
ン
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
初
め
て
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
イ

ダ
ー
の
レ
ー
ス
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
市
販
の
マ
シ
ン
で
は
な
く
、
メ

ー
カ
ー
が
造
っ
た
マ
シ
ン
で
は
な
い

か
と
い
う
車
種
も
あ
っ
た
よ
う
で
、

こ
う
し
た
疑
い
を
も
た
れ
た
車
両

だ
け
を
集
め
「
ク
ラ
ブ
マ
ン
模
範

レ
ー
ス
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
翌
一
九
五
九
年
に
は
第
三
回

全
日
本
オ
ー
ト
バ
イ
耐
久
レ
ー
ス

（
第
三
回
浅
間
火
山
レ
ー
ス
）
と
、

第
二
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
マ
ン
レ
ー

ス
が
共
催
で
、
八
月
二
二
日
か
ら

二

四

日
ま

で

、
三

日

間
浅
間
高

原
自
動
車

テ
ス
ト
コ
ー

ス
で

開

か

れ
ま
し
た
。

こ
の

時

の

観

客

数
は

七
〇
〇
〇

〇

人
を
超

え

た

と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
二
輪
を

　
　
　
　
支
え
た
浅
間
高
原

　
　
こ
の
共
催
を
最
後
に
、
浅
間
高

原
自
動
車
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
の
レ

ー
ス
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
コ

ー
ス
の
持
ち
主
で

あ
る
浅
間
高
原

自
動
車
テ
ス
ト

コ
ー
ス
協

会
が

「
レ
ー
ス
の
た
め

に
は
コ
ー
ス
を
貸

さ
な
い
」
と
い
う

方
針
を
打
ち
出

し
た
た
め
で
し
た
。

ま
た
自
動
車
メ

ー
カ
ー
は
技
術

力
が
高
ま
り
、
国

内
で
は
な
く
、
海

外
の
ト
ッ
プ
レ
ー
ス
へ
の
参
加
が

増
え
た
こ
と
や
、
コ
ー
ス
内
に
舗

装
の
部
分
が
な
く
、
高
速
を
出
せ

な
い
な
ど
の
理
由
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
わ
ず
か
四
年
の
間
に
、
計
五
回

の
全
日
本
ク
ラ
ス
の
レ
ー
ス
が
開

催
さ
れ
た
浅
間
高
原
。
現
在
、
そ

の
レ
ー
ス
場
は
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

航
空
写
真
な
ど
で
そ
の
コ
ー
ス
跡

を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
浅

間
か
ら
世
界
Ｇ
Ｐ
へ
」
と
い
う
言
葉

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の

二
輪
レ
ー
ス
史
に
お
い
て
、
浅
間

高
原
は
特
筆
す
べ
き
場
所
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
は
、
上
述
の
「
浅
間
記
念
館
」
お

よ
び
、
北
軽
井
沢
交
差
点
隣
接
の

「
浅
間
高
原
レ
ー
ス
発
祥
の
地
碑
」

（
右
写
真
）
に
、
当
時
の
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今でこそ世界のトップをひた走る日本のモ

ーターサイクル。その原点がこの北軽井沢

にありました。１９５５年国産メーカーの技

術向上をめざし、輸出振興をはかるために、

この地で第１回全日本オートバイ耐久レー

スが開催されました。

今でこそ世界のトップをひた走る日本のモ

ーターサイクル。その原点がこの北軽井沢

にありました。１９５５年国産メーカーの技

術向上をめざし、輸出振興をはかるために、

この地で第１回全日本オートバイ耐久レー

スが開催されました。

浅間高原レース３つのQ&A浅間高原レース３つのQ&A

Q １．第１回浅間高原レースはどうして公道で開催できたの？

Ａ 1 .  妙義山の柴垣はるさんと、軽井沢の星野温泉、星野嘉助さん（３代　

　　　　　目）が尽力したからです。柴垣さんは妙義山の持ち主で、星野さん　

　　　　　に妙義山の処分について相談を持ちかけました。星野さんは　「売っ

　　　　　て処分をするよりは県に寄付したほうが良い」とアドバイスをしました。

　　　　　これを受けて、柴垣さんは昭和２９年に星野さんを通じ、県に妙義山

　　　　　を寄付ました。小型自動車工業会から、オートレース開催の協力要　

　　　　　請を受けた、星野さんが群馬県に働きかけ、実現したものです。

Ｑ２ .  第１回浅間高原レースが行われたには何日？

Ａ２ .  第１回浅間高原レースは、当初10  月 2 6  日～2 7  日の両日、群馬　

　　　　　県・長野県にまたがる1  周約4 0  ㎞のコースで開催される予定でし

　　　　　た。しかし、公道を使ってのレースということで、長野県側の許可が

　　　　　どうしても下りず、群馬県内だけの開催となり、コースも北軽井沢を

　　　　　中心に１周１９ .  ２㎞に変更されました。また、開催日も警備の都合

　　　　　上、10  月から1 1  月５日～６日へと変更されました。当時の大会資

　　　　　料などには、当初の日程が記載されているものもあり、混乱を招い　

　　　　　ているようです。

Ｑ３． 第1  回浅間高原レースは順位だけでタイムの発表がな　

　　　　　　　かったのはなぜ？　

Ａ３．　　公道を使うレースを許可するための条件の一つに、タイムを公表し　

　　　　　 ないことが上げられていました。そのため主催者は、タイム公表に　

　　　　 　ついて慎重になり、その後も一切発表されませんでした。　

本格的なヘアピンカーブをもつ浅間高原自動車テストコース

2 0 0 6年、スタート地点に建立された
第1回浅間高原レース記念碑

　浅間高原レースの歴史を伝え、モーターサイク
ルの今日を語るために、日本で初めて開設され
たのが浅間記念館（２輪車博物館）です。長野
原町と浅間ミーティングクラブが協力して、１９８
９年（平成元年）長野原町町営鬼押出し浅間園
内に開館しました。館内には、素晴らしいライダ
ーとマシンを育てた原点である「浅間高原レー
ス」、「浅間火山レース」ゆかりのバイクなどを展
示した「ヒストリック展示」、消防署などの官公
庁などで使用されたバイクなど暮らしを支える
バイクを展示した「パブリック展示」、そして毎
年展示内容が変わる「企画展示」があります。ま
た、当時のレースで使われた、スタート・ゴール
の横断幕や、トロフィー類、雑誌などの資料展示
も充実しています。入館料は大人３００円、中学
生以下は無料です。

★  浅間ミーティングクラブとは

　　浅間ミーティングクラブでは、オートバイの社
会的地位の向上と、アマチュアの手で展示館を
作るために、１９７５年から１０年間資金を積み立
て展示館を完成しました。展示車両の提供や展
示内容の更新などを行っています。同会の運営
は、年１回の会費と、年２回のミーティングのエン
トリーフィーで維持されています。会員の任意の
ボランティアで運営されています。バイク好きな
方の入会をお待ちしています。問い合わせは、
下記ホームページまで、どうぞ。

ＮＰＯ法人：浅間ミーティングクラブ
h t t p : / / w w w . a s a m a 1 9 7 5 . o r g

浅間ミーティングクラブと
浅間記念館（二輪車博物館）
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ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響

曲
が
北
軽
井
沢
に
響
き

渡
っ
た
の
は
、
一
九
六
八

年
（
昭
和
四
三
年
）
八
月

の
こ
と
で
し
た
。
斎
藤
秀

雄
さ
ん
の
門
下
生
、
秋
山

和
慶
さ
ん
の
指
揮
で
、
桐

朋
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
っ
て
『
北
軽
井
沢
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
』
大

ホ
ー
ル
の
こ
け
ら
お
と
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
日
本
で
は
初
め
て
の
音

楽
学
生
の
た
め
の
夏
期

合
宿
施
設
が
本
格
的
に

始
動
し
た
の
で
す
。
す
で

に
、
前
年
に
は
、
分
奏
室
な
ど
は

完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
一
堂
に
会
し
て
練
習

す
る
待
望
の
大
ホ
ー
ル
が
完
成
し

ま
し
た
。『
北
軽
井
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ホ
ー
ル
』
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
施
設
は
、
以
来
北
軽
井
沢
の

音
楽
・
文
化
環
境
を
支
え
る
施

設
と
し
て
地
域
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　四
年
間
か
け
、

　　　　ホ
ー
ル
を
整
備

　
　
北
軽
井
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー

ル
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
音
楽
教

育
家
、
斎
藤
秀
雄
さ
ん
が
開
い
た

音
楽
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
夏
の
合
宿
で
す
。
夏
の
暑
い
都

会
か
ら
離
れ
、
学
ぶ
の
に
適
し
た

涼
し
い
高
原
で
夏
期
合
宿
を
開

き
た
い
と
斎
藤
さ
ん
は
考
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
考
え
に
共
鳴
し
、
土

地
の
提
供
を
申
し
出
て
、
ホ
ー
ル

の
建
設
、
運
営
・
管
理
を
中
心
と

な
っ
て
推
進
し
た
の
が
、
田
中
泰

雄
さ
ん
、
田
中
テ
ル
さ
ん
の
ご
夫

婦
で
す
。
ご
夫
婦
に
刺
激
さ
れ
た

か
の
よ
う
に
、
斎
藤
秀
雄
さ
ん
の

教
え
子
、
小
澤
征
爾
さ
ん
や
そ
の

保
護
者
な
ど
が
、
次
々
と
協
力
を

申
し
出
て
、
別
紙
の
年
表
に
あ
る

よ
う
に
第
一
期
か
ら
第
四
期
工

事
ま
で
四
年
間
か
け
て
、
北
軽
井

沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
テ
ル
さ
ん
の
『
神
「
山
の
音

楽
堂
」
を
完
成
し
給
え
り
』
と
い

う
設
立
の
経
緯
を
ま
と
め
た
小
冊

子
に
よ
る
と
、
桐
朋
学
園
だ
け
で

な
く
、
東
大
、
農
工
大
、
女
子
美

大
な
ど
多
く
の
音
楽
を
学
ぶ
学

生
た
ち
が
利
用
し
ま
し
た
。
日
本

で
始
め
て
の
本
格
的
な
音
楽
学
生

の
た
め
の
夏
期
合
宿
施
設
と
い
う

こ
と
で
、マ
ス
コ
ミ
に
も
注
目
さ
れ
、

年
平
均
四
、
〇
〇
〇
人
も
の
学
生

が
訪
れ
ま
し
た
。

  

施
設
を
長
野
原
町
に
寄
贈

　
建
築
後
一
五
年
を
経
た
一
九
八

二
年
（
昭
和
五
七
年
）
、
財
団
法
人

北
軽
井
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
代

表
理
事
、
田
中
泰
雄
さ
ん
か
ら
、
長

野
原
町
へ
土
地
・
施
設
を
寄
付
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
団
員
数
が
増
加
し
、こ
の

施
設
で
は
収
容
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

や
、
設
立
当
初
か
ら
こ
の
建
物
の
運

営
・
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
田
中
さ
ん

御
夫
婦
の
高
齢
化
な
ど
か
ら
、
財
団
法

人
を
解
散
し
、
長
野
原
町
に
寄
付
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
す
。そ
の
時

の
北
軽
井
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

理
事
長
は
、
若
き
日
に
斎
藤
秀
雄
さ
ん

に
師
事
し
、
世
界
的
に
有
名
な
日
本

人
指
揮
者
と
な
っ
た
、
小
澤
征
爾
さ

ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
長
野
原
町
が
運
営
す
る
よ

う
に
な
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
、

外
山
準
さ
ん
や
寺
島
尚
彦
さ
ん
ら
の

定
期
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
支
え
ら
れ

存
続
し
ま
し
た
。

　
建
築
か
ら
約
四
〇
年
が
経
ち
老
朽

化
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
頃
、
大

島
文
子
さ
ん
・
直
子
さ
ん
姉
妹
が
、セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
た
い
と
申
し
込
み
、そ
の
際

修
復
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
長
野
原
町
が
ホ
ー
ル
の
改

修
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。ま
た
、ホ

ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
支
援
す
る「

北
軽
井
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
北
軽
井

沢
地
区
の『
音
楽
・
文
化
の
殿
堂
』
と

し
て
の
復
活
・
活
性
化
を
期
待
す
る

声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

山の音楽堂
「北軽井沢ミュージックホール」
山の音楽堂
「北軽井沢ミュージックホール」
日本の音楽教育の環境が十分に整っていなかった昭和
４０年代、北軽井沢に日本で初めて音楽学生のための
夏期合宿施設が誕生しました。それが『北軽井沢
ミュージックホール』です。音楽・文化の殿堂をめざ
し、再び稼動し始めた山の音楽堂を紹介します。

日本の音楽教育の環境が十分に整っていなかった昭和
４０年代、北軽井沢に日本で初めて音楽学生のための
夏期合宿施設が誕生しました。それが『北軽井沢
ミュージックホール』です。音楽・文化の殿堂をめざ
し、再び稼動し始めた山の音楽堂を紹介します。

♯♪ ゆかりの人♪♭

　田中泰雄さん、テルさんはご夫
婦で現在北軽井沢ミュージックホ
ールのある場所に土地をお持ちで
した。
「日本にも夏に音楽学生が練習で
きる施設が欲しいですね。もし、
必要であれば、私たちの土地は喜
んで提供します」と田中テルさん
は斎藤秀雄さんに提案しました。
ここから、田中さんご夫婦のミュー
ジックホール完成までの長い道の
りが始まりました。この間の建築資
金の調達、用地確保、管理・運営
など全般を田中さんご夫婦が中
心になって行いました。まさに『北
軽井沢ミュージックホール』の「生
みの親」であり「育ての親」なので
す。
　昭和5 0年代になると、施設の老
朽化や、田中さんご夫婦の高齢化
などがあり、ミュージックホールは
長野原町へ寄贈されることとなり
ました。

田中　泰雄  さん(故人 )
田中　テル  さん(故人 )  

(たなかやすお・てる)

　斎藤秀雄さんは、日本のチェロ
奏者、指揮者、音楽教育家として
活躍、現代日本のクラシック音楽
を支える人材を数多く育てまし
た。
　斎藤さんは北軽井沢にあった別
荘で音楽を学ぶ生徒の、夏の特
訓を始めました。次第に参加する
生徒が多くなり、夏の合宿を北軽
井沢小学校を借りて行いました。
この北軽井沢小学校の夏の合宿
が、北軽井沢ミュージックホール
設立へとつながっていきます。（
詳細は本文へ）。
　小澤征爾さんや秋山和慶さんら
門下生たちが、斎藤さん没後、サイ
トウ・キネン・オーケストラやサイ
トウ・キネン・フェスティバル松本
を創設しました。日本の音楽を世
界に認めさせた偉大な教育者、
斎藤秀雄さんにちなむ賞やイベ
ントが数多く行われています。

斎藤　秀雄  さん（故人）
（さいとうひでお）

　　小澤征爾さんは、世界で活躍
する日本人指揮者です。新日本
フィルハーモニー交響楽団を創
立したり、ボストン交響楽団の音
楽監督を務めるなど、国内外で
最も有名な日本人指揮者のひと
りです。
　小澤さんは、斎藤秀雄さんの門
下生で、中学生の頃から斎藤さん
の厳しい指導を受け、高校・短大
時代は、斎藤さんの内弟子、助手
のような存在でした。小澤さんは
北軽井沢の夏期合宿にも参加し
ていました。北軽井沢小学校を借
りたオーケストラの合宿では、斎
藤さんの代わりに指揮を執る小
澤さんの姿が見られました。
　斎藤秀雄さん没後、小澤征爾さ
んは、財団法人北軽井沢ミュージ
ックホール理事長に就任し、１９８３
年（昭和5 8  年） 1  月に、北軽井
沢ミュージックホールは、小澤征
爾理事長のもと長野原町へ寄贈
されました。

小澤　征爾  さん
（おざわせいじ）

♯♪ ゆかりの人♪♭

♯♪ ゆかりの人♪♭

　1  9  5  5  年 (  昭和3  0  年）７月　　　　桐朋学園オーケストラが北軽井沢での夏期合宿を開始する。　　　　　

　　1  9  6  6  年 (  昭和4  1  年 ) 1  2  月　　　 ミュージックホール設立のためのチャリティーコンサートを開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小澤征爾氏指揮、成城大学と立教大学との学生オーケストラコンサート。

　　　　1  9  6  7  年 (  昭和4  2  年 )  ７月　　　　北軽井沢ミュージックホール（第一期工事） が完成する。（分奏室４室、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理人室、応接室、調理室、浴室の８室）

　　　　　　1  9  6  7  年（昭和4  2  年）７月　　　　北軽井沢ミュージックホールに財団法人の認可が降りる。理事長斎藤秀雄氏。

　　　　　　　1  9  6  7  年（昭和4  2  年）８月　　　　北軽井沢ミュージックホールの使用を開始する。

　　　　　　　　1  9  6  8  年（昭和4  3  年）６月　　　　ミュージックホール第２期工事が完成する。（大ホール）　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　1  9  6  8  年（昭和4  3  年）８月　　　　北軽井沢ミュージックホールこけら落しを行う。桐朋学園オーケストラに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よる祝賀演奏会。指揮は斎藤秀雄氏の弟子、秋山和慶氏。　

　　　　　　　　　　　1  9  6  9  年（昭和4  4  年）４月　　　　ミュージックホール第３期工事が完成する。（宿舎、調理室増設）

　　　　　　　　　　　　1  9  7  0  年（昭和4  5  年）６月　　　　ミュージックホール第４期工事が完成する。（食事室兼小ホール、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分奏室（Ｆ・Ｇ室）、個人レッスン館（Ｈ））。　　

　　　　　　　　　　　　　　1  9  7  0  年（昭和4  5  年）９月　　　　桐朋オーケストラが初のヨーロッパ演奏旅行に出発する。この公演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旅行のための合宿が北軽井沢ミュジックホールで行われた。

　　　　　　　　　　　　　　　　1  9  7  4  年（昭和4  9  年）９月　　　　斎藤秀雄氏が逝去する。享年７２歳。

　1  9  8  2  年（昭和5  7  年）９月　　　　北軽井沢ミュージックホール理事、田中泰雄氏より、町へ土地・施設を

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄付したいとの申し出がある。

　　1  9  8  3  年（昭和5  8  年）１月　　　　財団法人北軽井沢ミュージックホール（理事長：小澤征爾氏）より、長野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原町へ施設（土地・建物等）が寄贈される。　

　　　　1  9  8  3  年（昭和5  8  年）４月　　　　長野原町営北軽井沢ミュージックホールの運営を開始する。

　　　　　1  9  8  3  年（昭和5  8  年）７月　　　　外山準氏と長野原町が『クラシック音楽の夕べ』第１回を開催する。

　　　　　　1  9  9  7  年（平成９年）　８月　　　　寺島尚彦氏らの協力を受け、北軽井沢区主催の『区民コンサート』を開催する。

　　　　　　　1  9  9  8  年（平成1  0  年）５月　　　 長野原町北軽井沢区が区民大学を開講する。　

　　　　　　　　1  9  9  8  年（平成1  0  年）８月　　　 大学村七十年祭を、北軽井沢大学村組合と北軽井沢区が共催で開催する。

　　　　　　　　　2  0  0  3  年（平成1  5  年）８月　　　　『クラシック音楽の夕べ』の主宰が（財）群馬交響楽団へ移行する。

　　　　　　　　　　2  0  0  4  年（平成1  6  年）３月　　　 寺島尚彦氏が逝去する。享年７３歳。

　　　　　　　　　　　2  0  0  5  年（平成1  7  年）８月　　　 ミュージックホール保存･改修のためのチャリティーコンサートを開催。

　　　　　　　　　　　　2  0  0  5  年（平成1  7  年）８月　　　　『区民コンサート』が『秋いちばんコンサート』へ移行する。

　　　　　　　　　　　　　2  0  0  6  年（平成1  8  年）９月　　　 長野原町が北軽井沢ミュージックホールの改修工事に着手する。

　　　　　　　　　　　　　　2  0  0  6  年（平成1  8  年）９月　　　 ホールの維持・管理・運営を支援するために、北軽井沢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミュージックホールサポーターズが結成される。

　　　　　　　　　　　　　　　　2  0  0  7  年（平成1  9  年）７月　　　 ミュージックホールの一部改修が終了、リニューアルオープン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　2  0  0  7  年（平成1  9  年）７月　　　北軽井沢ミュージックホールフェスティバルを開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2  0  0  8  年（平成2  0  年）７月　　　ミュージックホールフェスティバル実行委員会を設立する。

　外山準さんは、東京都生まれの
音楽家です。ミュージックホール恒
例の「クラシック音楽の夕べ」を第
１回から第１９回まで主宰されまし
た。専門はピアノで、専門家筋に
高い評価を得ている第１級のピアニ
ストです。その教授法にも定評が
あり、芸大、音大時代の教え子か
らは多くの著名なピアニストを輩
出しています。
　財団法人北軽井沢ミュージック
ホールから、長野原町へ「北軽井
沢ミュージックホール」が寄贈され
た年から「クラシック音楽の夕べ」
は毎年継続されています。この外山
さん率いる「アマティ＝ツイス室内
合奏団」のコンサートは第１回から
第１９回まで続けられ、入場無料と
いうこともあり、多くの人々にクラ
シック音楽の素晴らしさを伝えま
した。毎年絶えずコンサートが開
かれることで、ミュージックホール
の存在をアピールし続けました。

外山　　準  さん
（とやまひとし）

　寺島尚彦さんは、栃木県出身の
作詞家・作曲家です。北軽井沢区
民コンサートを主宰されました。ま
た、北軽井沢小学校校歌の作曲
家（作詞は谷川俊太郎氏）、北軽
井沢浅間鬼押し太鼓の『浅間六
里ヶ原太鼓』などの曲も提供して
いただきました。東京藝術大学作
曲科を卒業。洗足学園大学教授
を務め、N H K の「みんなのうた」
などに多くの作品を提供していま
す。特に～♪ざわわ　ざわわ～の
フレーズではじまる『さとうきび
畑』は有名です。
　寺島さんは３歳の頃から夏は北
軽井沢の別荘で過ごされ、北軽井
沢を「ふるさと」とも語っています。
２００４年以降は「北軽井沢秋いち
ばんコンサート」と改称され、寺島
さんの御家族、寺島葉子さん、樹子
さん、夕紗子さんを中心とした洗
足学園音楽大学のメンバーらでコ
ンサートが続けられています。

寺島　尚彦  さん（故人）
（てらしまなおひこ） ♯♪ ゆかりの人♪♭

♯♪ ゆかりの人♪♭

♯♪ ゆかりの人♪♭

　大島文子さんは、ニューヨーク在
住のクラリネット奏者、大島直子さ
んは文子さんの実姉で、ピアニスト
です。
　文子さんが北軽井沢ミュージック
ホールでセミナーを開こうと考え、
町に使用許可を申し込みました。
　当時のミュージックホールは、築後
４０年近くが経ち、老朽化していま
した。そこで大島さん姉妹と文子
さんの御主人チャールズ・ナイディ
ックさんが修 復 の一 助にな れば
と、チャリティーコンサートを開きま
した。
「セミナーオープニングチャリティ
ーコンサート」、「北軽井沢ミュージ
ックセミナー」のこれが始まりで
す。それを知った区民の有志が、
自分たちでなにか協力することが
できないかと考え、管理・運営をサ
ポートする「北軽井沢ミュージック
ホール　サポーターズ」を立ち上げ
ました。

   大島　文子  さん
   大島　直子  さん
   （おおしまあやこ・
     おおしまなおこ）

北軽井沢ミュージックホール略年表

vol.
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北
軽
井
沢

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会

　
北
軽
井
沢
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協

議
会
は
産
（
北
軽
井
沢
各
種
団

体
）
と
官
（
群
馬
県
・
長
野
原

町
）
そ
し
て
学
（
群
馬
大
学
）
が

連
携
、
協
働
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）

し
て
、
北
軽
井
沢
地
域
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
の
解
決
や
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
活

動
し
た
団
体
で
す
。
二
年
間
の
定

め
ら
れ
た
期
間
の
中
で
、
公
開
講

座
を
開
催
し
、
地
域
五
ヵ
所
に

「

よ

う

こ

そ
」
サ
イ
ン

看

板
（

写

真

参

照

）

を
設

置
し

ま
し
た
。
ま

た
、
旧
草
軽
電
鉄
北
軽
井
沢
駅

舎
隣
に
、
草
軽
電
鉄
を
象
徴
す
る

電
気
機
関
車
『
デ
キ
一
二
形
‐
通

称
カ
ブ
ト
ム
シ
』
の
実
物
大
の
木

製
模
型
を
製
作
・
設
置
し
、
北
軽

井
沢
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

情
報
発
信
で
は
、
地
域
情
報
誌

『
き
た
か
る
』
を
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
じ
ね
ん
び
と
」
を
立
ち
上

げ
、
随
時
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
の
、
住
民
に
よ
る
フ

ェ
ス
タ
と
し
て
、
第
一
回
「
わ
く
わ

く
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
多
く
の

来
場
者
を
集
め
ま
し
た
。
将
来

「
き
た
か
る
い
さ
わ
」
の
名
を
つ
け

た
商
品
・
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
し
て
の
活
用
を
願
い
、ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
商
標
登
録
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
後
で
触

れ
る
「
食
」
や
「
環
境
」
、「
地
域
活

性
化
」へ
向
け
て
の
新
し
い
取
り

組
み
が
、
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

北
軽
の
新
た
な
「
食
」・

　
特
産
品
つ
く
り
を
め
ざ
す

　
地
産
地
消
と
言
わ
れ
る
な
か
、

牛
乳
、
高
原
野
菜
な
ど
、
県
内
で

も
有
数
の
生
産
地
で
あ
る
北
軽

で
、
特
産
と
な
る
商
品
や
「
食
べ

物
」
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
「
わ

く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
」
の
な
か
で
「
北

軽
グ
ル
メ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
‐
ス

ー

プ

の

部

」
を

開

催

し
、
町

内
か
ら
十

三

の

団

体
・
個
人
の
参
加
が
あ
り
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
、
新
た
な
食
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
（
左
Ｐ
＝
発

表
風
景
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
チ
ー
ム
に
「
群
馬

の
物
語
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
北
軽
井
沢
地
区

か
ら
四
品
が
出
品
し
、
そ
の
う
ち

の
一
品
は
、
十
二
点
の
優
秀
作
品

の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
作
品
を
ど
う
し
た
ら
商
品
化
・

特
産
品
に
つ
な
げ
て
い
け
る
の
か

が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
じ
ね
ん

び
と
」
で
は
、
北
軽
井
沢
の
い
ろ
い

ろ
な
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い

ま
し
た
。
自
然
・
景
観
な
ど
の
環

境
資
源
、
浅
間
牧
場
・
草
軽
電
鉄

・
北
軽
井
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル

等
歴
史
的
資
産
（
参
考
＝
北
軽

井
沢
散
策
マ
ッ
プ
）
、
そ
し
て
高
原

野
菜
・
牛
乳
な
ど
の
農
作
物
の
資

源
。
こ
う
し
た
資
源
を
資
産
に
換

え
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
特

産
品
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
と
異
業
種
と
の

　
　
連
携
を
ど
う
図
る
か

　
北
軽
井
沢
の
「
農
業
」へ
の
取
り

組
み
と
し
て
「
直
売
店
」
の
特
集
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

国
道
一
四
六
号
線
沿
い
に
、
十
六

軒
も
の
直
売
店
が
あ
り
ま
す
。
扱

っ
て
い
る
品
は
、
主
に
地
元
の
農
作

物
で
す
。
個
人
経
営
の
も
の
か
ら
、

企
業
が
経
営
す
る
も
の
、
会
員
制

農
家
で
運
営
し
て
い
る
も
の
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
近
年
の
健
康
志
向

を
受
け
、
無
農
薬
・
減
農
薬
の
作

物
が
多
く
並
び
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
単
独
の
経
営
な
の
で
、「
虫

が
付
い
て
い
た
」
な
ど
の
ク
レ
ー
ム

が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
消
費
者
の
方
が
、
直
売
場
で

売
ら
れ
て
い
る
朝
取
り
の
完
熟
し

た
品
を
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売

し
て
い
る
商
品
と
同
じ
よ
う
に
受

け
止
め
、
購
入
し
た
た
め
に
起
き

た
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
隣
接
の
長
野
県
な
ど
の

よ
う
に
規
模
の
大
き
な
直
売
所
や
、

能
登
半
島
の
朝
市
や
、
直
売
所
と

レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
体
と
な
っ
た
も

の
、
花
だ
け
を
売
る
直
売
所
な

ど
、
個
性
的
な
店
舗
が
少
な
い
よ

う
で
す
。
北
軽
井
沢
ス
タ
イ
ル
と

で
も
い
う
よ
う
な
あ
る
種
の
基
準

を
も
う
け
て
、「
北
軽
井
沢
の
直

売
所
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
農
と
食
、
農
と
商
、
農
と
観
光
と

の
連
携
な
ど
、
北
軽
井
沢
の
核
で

あ
る
「
農
」
を
中
心
に
し
た
連
携

が
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た

　
　
　
生
活
様
式
の
提
案
を

　
昨
年
末
、
ル
オ
ム
の
森
で
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
生
活
展
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
北
欧
の
中
で
も
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
は
、
北
軽
井
沢
と
の
共
通
点
が

多
い
と
言
わ
れ
る
国
で
す
。フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
生
活
様
式
の
中
に
い
く

つ
か
学
べ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
室
（
ム
ロ
）
の
あ
る
生
活

で
す
。
昔
は
私
た
ち
の
家
に
も
夏

は
通
風
が
よ
く
、
冬
は
暖
か
い
の

で
、
ム
ロ
の
あ
る
家
が
多
く
、
野
菜

な
ど
必
要
な

分
だ
け
そ
こ

か
ら
取
り
出

す
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
涼
し

い
山

中
で
は

夏
場
ま
で
氷

を
保
管
す
る

氷
室
な
ど
を

設
け
て
い
ま
し
た
。
信
越
線
が
通
っ

て
い
た
軽
井
沢
に
は
明
治
、
大
正

、
昭
和
に
か
け
て
多
く
の
氷
室
が

あ
り
、
東
京
へ
出
荷
す
る
製
氷
業

は
、
大
き
な
産
業
の
一
つ
で
し
た
。

こ
う
し
た
自
然
を
生
か
す
ム
ロ
の

仕
組
み
を
北
軽
井
沢
の
生
活
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い

え
ば
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
発
祥
の
地
で
す
。
両
手
に

ス
ト
ッ
ク
を
も
っ
て
歩
く
の
で
す
が
、

日
本
国
内
で
も
大
注
目
の
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
運
動
効
果
が
高
く
、
リ
ハ

ビ
リ
か
ら
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ま

で
、
応
用
範
囲
が
広
く
、
ま
た
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
を
問

わ
ず
、
楽
し
め
る
こ
と
も
魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。
す
で
に
、
観
光
協
会
や

北
軽
井
沢
の
幾
つ
か
の
企
業
も
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関

心
を
寄
せ
、
指
導
者
の
育
成
や
大

会
開
催
な
ど
の
計
画
も
進
行
し
て

い
ま
す
。

　
北
軽
井
沢

コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
協
議
会

は

、
所

定
の

二
年
間
を
終

え
、
二

三

年

の
三
月
に
解

散
し
ま
し
た

が
、
住

民

中

心
の
新
し
い
組
織
「
北
軽
井
沢
じ

ね
ん
び
と
」
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。「
北
軽
井
沢
じ
ね
ん
び
と
」
で

は
、「
第
二
回
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
」

の
開
催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
じ
ね
ん
び

と
の
更
新
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
＝
●

サ
イ
ン
検
討
グ
ル
ー
プ
●
情
報

発
信
グ
ル
ー
プ
●
わ
く
わ
く
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
●
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
●
花
の

ゆ
り
か
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
●
食
に

関
す
る
グ
ル
ー
プ
●
自
然
研
究

グ
ル
ー
プ
●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
●
歴
史
研

究
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
発
足
さ
せ
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
じ
ね
ん
び
と
」
の
問
い

合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
ど
う
ぞ
。

北
軽
で
考
え
る

北
軽
で
考
え
る

【
農
】   
【
食
】   

【
住
】の

農

食

未

来
北
軽
井
沢
で
の
一
年
間
、「
じ
ね
ん
び
と
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
内
容
な
ど
を
ま
と
め
て
、最
近

の
北
軽
の
い
ろ
い
ろ
な
動
き
か
ら
、未
来
へ
つ
な
が
る
道
を
探
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　 

平
成
二
二
年
秋
か
ら
二
三
年
春
に

か
け
て
北
軽
井
沢
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
が
続
け
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。　
二
二
年
十
一
月
五
日
に
佐
野

洋
子
さ
ん（
作
家
＝
代
表
作『
１
０
０

万
回
生
き
た
ね
こ
』
七
十
二
歳
）
が
乳

が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。北
軽
井

沢
に
仕
事
場
を
も
ち
、
年
間
を
通
し
て
、

精
力
的
な
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
ま

し
た
。北
軽
井
沢
を
題
材
に
し
た
作

品
、
エ
ッ
セ
イ『
神
も
仏
も
あ
り
ま
せ

ぬ
』で
は
、
小
林
秀
雄
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　 

日
本
の
映
画
全
盛
期
を
支
え
た
名

女
優
、
高
峰
秀
子
さ
ん
は
、
二
二
年

十
二
月
二
十
八
日
に
八
十
六
歳
で

肺
が
ん
の
た
め
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。日
本
映
画
初
の
カ
ラ
ー
作
品

『
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
』（
木
下
恵

介
監
督
＝
下
写
真
・
提
供
＝
御
宿
　

地
蔵
川
）で
、
主
演
女
優
を
演
じ
ら
れ
、

そ
の
際
、
約
三
カ
月
に
わ
た
り
、
北
軽

井
沢
で
映
画
撮
影
を
続
け
ら
れ
ま
し

た
。映
画
監
督
、
松
山
善
三
さ
ん
と
結

婚
を
さ
れ
た
後
は
、
女
優
の
仕
事
を

減
ら
し
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。映
画
『
カ
ル
メ

ン
故
郷
に
帰
る
』
に
つ
い
て
、「
私
の

長
い
俳
優
生
活
上
の
ひ
と
つ
の
ヤ
マ

場
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
個
人
的
な
意

味
で
も
、私
の
人
生
の
ヤ
マ
場
の
ひ
と

つ
で
も
あ
っ
た
」（
高
峰
秀
子
著「
わ
た

し
の
渡
世
日
記
」
よ
り
）と
書
い
て
い

ま
す
。ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

  

詩
人
で
、
童
話
作
家
、
北
軽
井
沢
を

誰
よ
り
も
愛
さ
れ
た
岸
田
衿
子
さ
ん

は
、
二
三
年
四
月
七
日
、
髄
膜
腫
の
た

め
八
十
二
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

劇
作
家
、
岸
田
国
士
さ
ん
の
長
女
、

女
優
岸
田
今
日
子
さ
ん
の
姉
。少
女
時

代
体
が
弱
か
っ
た
衿
子
さ
ん
は
、北
軽

井
沢
の
別
荘
で
療
養
を
し
ま
し
た
。北

軽
井
沢
を
愛
し
、年
間
北
軽
井
沢
で
生

活
さ
れ
、
精
力
的
に
執
筆
活
動
を
さ
れ

ま
し
た
。代
表
作
に
は
『
か
ば
く
ん
』

（
童
話
）、『
ソ
ナ
チ
ネ
の
木
』（
詩
集
）、

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
の
主
題

歌『
お
し
え
て
』の
作
詞
な
ど
、
多
く

の
作
品
を
残
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、北

軽
井
沢
に
関
す
る
作
品
も
多
く
残
さ

れ
ま
し
た
。ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。　

訃
　報

未

来

住

vol.

vol.



春夏秋冬の北軽井沢春夏秋冬の北軽井沢
モミジやカエデだけで終わらない紅葉の秋。

見渡す限りの銀世界で、子どもも大人も興じる雪合戦の冬。

標高１，０００ｍ、都会では味わえない四季がここには満ちています。

春

夏

秋

冬

（4月～6月）＊この時期の平均気温約１０℃

雪解けが始まり浅間山に『さかさ馬』が現れると、北
軽井沢に春が訪れます。桜、コブシ、スミレ、リンドウ
などがいっせいに咲き乱れ、華やかな色彩が浅間
高原を彩ります。かつて浅間高原の一部は「つつじ
ヶ原」と呼ばれるほど、つつじが群生していました。
5月になると浅間牧場などで、満開のつつじが楽し
めます。新緑の柔らかなグリーンと、花々の鮮やか
な色彩が、この季節の何よりの贈り物です。

標高が高い北軽井沢では、夏でもクーラーいらずで
過ごせます。湿気が少ないのも快適さの理由の一
つ。ゴルフ、テニス、乗馬、釣り、ウォーキング、アスレ
チックなどに、また大正時代から林間学校があった
ほど、勉学にも適しています。毎年旧盆（８月14日）
には、北軽井沢高原まつりが開催され、盆踊りや花
火大会が行われます。北軽井沢ミュージックホール
でのコンサートも夏の風物詩の一つです。

（7月～9月）＊この時期の平均気温約１８℃

（1 0月～1 2月）＊この時期の平均気温約４℃

9月の半ばを過ぎると、北軽井沢に秋の気配が訪れ
ます。次第に昼間と夜間の温暖の差が大きくなり、ツ
タやモミジ、ウルシなどが鮮やかな紅葉を見せるよう
になります。紅葉から落葉へ、そして裸の木々が多く
なると、霜が降りる季節となります。北軽井沢の人々
が冬支度を始める頃、山の動物たちの冬ごもりも始
まり、浅間山の初冠雪が冬の始まりを告げます。白い
静寂がすべてを包み込みます。

しんしんと冷え込む北軽井沢。この時期夜はマイナ
ス10℃以下になることも、少なくありません。
　一面に広がる銀世界には、キツネや野ウサギなどの
足跡を見かけることも。天気の良い日はウインタース
ポーツを楽しみましょう。スキー、スノボーや雪合戦、
最近はスノーシュー（雪上のウォーキング）も注目集
めています。1月から2月には「雪合戦大会」「炎のま
つり」なども予定されています。

（1月～3月）＊この時期の平均気温約－３℃

編集後記

● 交 通 のご 案 内 ●

四季折々、季節によっていろいろな情景を映し出す北軽井沢。

作家、野上弥生子さんが一目ぼれした花盛りの春。

高原の花火と冷気がすがすがしい夏。

長野（更埴IC)

上信越自動車道

佐久IC

中仙道

R１８

中軽井沢

R１４６

北軽井沢

高崎線・吾妻線

上野駅

JR高崎線
特急約80分

高崎駅

JR吾妻線
特急約70分

長野原草津口駅

長野新幹線

東京駅

長野新幹線
約70分

軽井沢駅

長野新幹線
約35分

長野駅

 

★
車
を
ご
利
用
の
場
合（
長
野
か
ら
）

★電車をご利用の場合

※バス・タクシーの所
要時間は一応の目安で
す。道路の事情によっ
て異なります。

北軽井沢

バ
ス約
30分約
20分

タ
ク
シ
ー

バス
約40分

タクシー
約30分

関越自動車道

渋川・伊香保IC

R17

鯉沢

R353

中之条町

R145

羽根尾

R146

東京（練馬IC）

関越自動車道

高崎ICまたは前橋IC

R406

倉渕・権田

二度上峠

県道北軽井沢・倉渕線

北軽井沢

関越自動車道

藤岡JCT

上信越自動車道

碓氷・軽井沢IC

軽井沢

軽井沢本通り

旧軽井沢

白糸ﾊｲﾗﾝﾄﾞｳｪｲ

R18

中軽井沢

R146

峰の茶屋

R146

★車をご利用の場合

　今回、きたかる２号の編集を担当し

ました佐藤といいます。なかなか原稿

や編集作業が順調に進まず、かなり

遅れた発行になったことをおわびしま

す。

　改めて、北軽井沢を取材してみる

と、まだまだ可能性を秘めている地域

であることに驚きます。

　新しく「北軽井沢じねんびと」の体

制がスタートしました。地域活性化へ

の尽力を期待します。最後に、本文

中の写真をご協力いただきました各

位と、快く取材に応じていただきまし

た方 に々、深く感謝をいたします。また

機会がありましたら、ホームページで

お会いしましょう。

写真協力　
　　　黒岩　謙さん
　　　園田　正雄さん
　　　山根　清一さん
　　　長野原町
　　　北軽井沢観光協会
　　　ほか

アクセス＆周遊マップアクセス＆周遊マップ


